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ベ

リ
ン

ス

キ

イ

と
ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

ー
リ

ア

リ

ズ

ム

思

想
の

形

成
の

問
題
を

め

ぐ
っ

て

1

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

の

批
評

家
と

し

て

の

出
発
は

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

(

〓
a

駕
某
日
た

き

H

宍
○
白

a

領

空
訂
a

≡
岩
メ

ー

00

○

阜

1
-

∞

設
)

の

仕
事

と

深
い

か

か

わ

り

を

も
っ

て

い

る
｡

モ

ス

ク

ワ

大

学
を

追
わ

れ

て

失

意
の

日

々

を

送
っ

て

い

た

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

ほ
一

八
三

三

年
二

月
､

い

か

な

る

機

縁
に

ょ
っ

て

か

明

ら
か

で

な
い

が
､

モ

ス

ク

ワ

大
学

の

芸

術
理

論
･

考
古

学
の

教

授
で

あ

り
､

か

た

わ

ら

｢

望

遠
鏡
+

(

T
e

記
C
-

6
コ
)

と

い

う

雑
誌
を

編

集
･

発

行
し

､

み

ず
か

ら

も

健

(

1
)

筆
を

ふ

る
っ

て

い

た

ナ

ヂ

エ

ー

ジ

ヂ

ン

の

知
遇
を

得
る

｡

初
め

は

翻
訳
の

仕

事
を

手
が

け

て

い

た

が
､

翌

年
に

は

事
実

上
の

処
女

作

と

も

言

う
ぺ

き

文

学
評
論
『

文

学
的

空

想
』

(

《

日

当
e

p
P

→
}

づ

苧
】

の

藤

井

一

行

≡
e

∃
賀
≡

【

》

)

を

発
表
し

て

世
の

耳
目

を

お

ど

ろ
か

す
｡

爾
後

､

チ

ャ

ア

ダ

ー

エ

フ

(

エ
ロ

a

曽
e

タ

コ
e

→

勺

泡

雪
呂
e

害
ヂ

ー

3
阜

-

-

巴
丑

の

『

哲
学

書
簡
』

(

《

◎

喜
O

C

O

曾
尭
∩

営
e

コ

宍
J

冨
○
》

)

を

掲

載
し

た

か

ど

で
一

八

三

六

年
に

｢

望
遠
鏡
+

が

発
禁
処

分
を

受
け

る

ま

で

の

二

年
間
に

､

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

は

ナ

デ

ュ

ー

ジ

ヂ

ン

の

姫

誌
発
行
の

仕
事
に

カ

を

貸
し

な

が

ら
､

『

ロ

シ

ア

の

中
編

小

説
と

ゴ

ー

ゴ

リ

氏
の

中
編

小

説
に

つ

い

て
』

(

《

O

p

笥
〔

只

○

知

コ

○

胃
C

T

〓

エ

コ

○
ロ
e

C

T

宍
つ

.

｢
○

岩

岳
》

､

-

∞

訟
)

､

『

ゲ
ラ

デ

ー
､

､

＼

ル

･

べ

ネ

ヂ

ク

ト

フ

の

詩
』

(

《

C

⊇
琶
→

冒
℃
e

≡
泊

B

畠

竃
己

喜
p
a

∽
2

莞
一

日

宍
T
O

琵
》

こ
00

訟
)

､

『

無
に

か

ん

す

る

無
』

(

《

〓

慧
ゴ
ロ

O

H

ヨ
e

豊
-

-

∞
山

告
､

『

｢

モ

ス

ク

ワ

観
察
者
+

の

批

評

と

文

学

観
に

つ

い

て
』

0
レ

(

《

〇

六

p

ヨ
宗
の

〓

竜
→
e
p

弓
岩
〓

F
-

H

空

喜
e

=

已
舛

(

吉
O
n

六
〇

ロ
C

告
･

甜
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岩

喜
【

9
】

岩
b
a

→

e

喜
)

》

こ
00

い

丑

な

ど
ロ

シ

ア

文

学
史
上
に

足
跡
を

と
ど

め

る
一

連
の

詔

論
文

を

あ

い

つ

い

で

世
に

送

り
だ

し

て

行

く
｡

(

2
)

ナ

ヂ

エ

ー

ジ

ヂ

ン

は

チ

ャ

ア

ダ

ー

エ

フ

事
件
に

よ

っ

て

流
刑
に

処
せ

ら
れ

る

が
､

一

八
三

八

年
､

許
さ

れ

て

流
刑

地
か

ら
も

ど

る
｡

し

か

し
､

文

芸
評

論

家

と
し

て

の

仕
事
に

は

永

久
に

終
止

符
を

打

(

3
)

ち
､

そ

の

後
は

民

俗
学
の

分

野
で

の

研

究
に

専
念
す
る

｡

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

と

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

と

の

交
渉
も

｢

望
遠
鏡
+

の

発
禁
と

と
も

に

終
わ

り

を

つ

げ
､

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

が

流
刑

地
か

ら
も

ど

っ

て

の

ち
も
二

人
の

関
係
ほ

復
活
し

な
い

｡

ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

ほ

初
め

ナ

ド

ゥ

ム

コ

(

H

宍
O

b

≡
i

H
a

b
O

Y

三
宍

○
)

な
る

筆
名
で

｢

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

報
知
+

(

B
e

n

ヨ
宍
E

名
○

コ

旦

諸
に

反
ロ

マ

ン

主

義
を

基

調

と

す

る

『

来
た

る

年
に

つ

い

て

の

文

学

的

懸
念
』

(

《

ヨ

ヨ
e

p
a

→

咋
で

芦
-

e

O

コ
a

C

e
H

宝

旨
(

首
b
七

月

邑

｢

○

､
豊
)

を

発
表
し

て

(

一

八
二

八

年
)

文

芸
評
論
家
と

し

て

デ
ビ

ュ

ー
､

『

無
知
な

る

人
々

の

群
』

(

《

C
O

エ

M
〓

丘
e

コ

喜

⊇
白

宍
→

○

豊
-

-

∞
N

¢
)

､

『

二

編
の

韻
文
小

説

-
｢

舞
踏
会
+

と
｢

ヌ

ー

リ

ン

伯
+

』

(

《

日

記
コ

○

究
〔

T

岩

凹

C

⊇
琵
㌍

こ

∽

岩
｡

ヨ

こ

｢

思
せ

H

で
【

舅
:

》
-

-

∞

N

¢
)

､

『

エ

グ

ゲ

ー

ニ

イ
･

オ

ネ

ー

ギ
ン

』

第
七

草
に

か

ん

す
る

評
論
(

一

八
三

〇

年
)

な

ど

を

あ

い

つ

い

で

発
表
し

て

世
の

反

響

(

4
)

を

呼
ん

だ
｡

そ

の

か

た

わ

ら

博
士

論
文
の

準
備

を

す

す

め
､

『

ロ

マ

ン

主

義
的
と

称
さ

れ

る

詩
歌
の

起
漁

と

本
質

と

運

命
に

つ

い

∽

て
』

と

い

う

題
名
の

ラ

テ

ン

語
で

書
か

れ

た

論
文
で

一

八
三

〇

年

に

学

位
を

得
た

｡

こ

の

学
位

論
文
は

そ

の

故
事
が

ロ

シ

ア

語
に

訳

さ

れ

て

同

年
の

｢

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

報

知
+

と

｢

ア

テ

ネ

イ
+

(

A
→

?

莞
吾

誌
に

そ

れ

ぞ

れ

分

載
さ

れ

た
｡

学
位
取

得
後

､

ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

は

モ

ス

ク

ワ

大

学
の

芸

術
理

論
･

考
古
学
の

正

教
授
の

コ

ン

ク

ー

ル

に

応

募
し
て

合
格

､

一

八

三
一

年
の

暮
に

就
任

(

一

八

(

5
)

三

五

年
に

退
職
)

､

翌

年
の

始
め

か

ら

開
講
す
る

｡

そ

の

頃
ま

だ

文

学
部
の

学
生
で

あ
っ

た

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

も

熱
心

に

ナ

ヂ

エ

ー

ジ

(

6
)

ヂ

ン

の

講
義
を

聴
い

て

い

た

と
つ

た

え

ら

れ

る
｡

｢

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

報
知
+

が

予

約
者
を

失
っ

て

廃
刊
の

止

む

な

き

に

い

た
っ

た

た

め
､

ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

は
一

八

三
一

年
の

一

月

か

ら

雅

誌

｢

望

遠

鏡
+

と

そ

の

付

録

と

し

て

新
聞
｢

う
わ

さ
+

(

7
)

(

≡
○

臼
ロ

a

)

を

み

ず
か

ら
の

手

で

編

集
か

つ

発
行
し

は

じ

め

る
｡

｢

望
遠
鏡
+

の

創
刊

号
は

『

啓

豪
の

現

代
の

傾

向
』

(

《

C
O
B

p
e

≡

?

≡
O
e

〓

a

コ

p
a

岩
e

≡
e

コ

p

O
C

発
丘
e
-

岩

豊
)

と
い

う

表
題
の

巻
頭

論
文

で

飾
ら
れ

た
｡

爾
後

､

ナ

デ

ュ

ー

ジ

ヂ

ン

は

『

ポ

リ

ス

･

ゴ

ド

ゥ

ノ

フ

ー
ー
A
･

プ

ー

シ

キ

ン

の

作
品
』

(

《

∽
O

p

宍
｢
O

b
y

宍
声

C
O

貞
莞
〓

莞

A
.

コ
七

E
六

〓

莞
》

､

-

巴
-

)

､

『

英
数

育
の

必

要
性
と

意
義
と

効
力
』

(

《

コ

苫
曾
O

b
〓

E
O

n

→

∫

旨
a

東

宝
e

ェ

⊇
岩

男
→

?

へ

)
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i

耳

言

責
六
〇

｢

0

0

合
a

u

O

監
喜

】

豊
こ

∞

㌣

こ
､

『

祖

国
の

文

学

の

年

譜

!
一

八
三

一

年
に

つ

い

て

の

報

告
』

(

《

語
呂
コ

宍
J

O
→

e

莞
〇
7

胃

≡
○

許

臼

ヨ
2
勺

a
↑

岩
芦

○

∃
e
↑

U

a

-

∞

い

=
〇
･

蔓
-

00
い

買
『

一

八
三

三

年
の

ロ

シ

ア

文

学

の

概

観
』

(

《

○

曾
ぢ

川

喜
e

p

笥
C
-

6
許

〔

き
発
C

喜
C

⊇
∽

a

-

∞
い

ぃ

岩

蔓
-

∞

い

土
､

『

ロ

シ

ア

文

学
と
の

関

係
に

お

け

る

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

主

義
と

国

民

性
』

(

《

内

名
｡

コ

｡

≡
≡

エ

コ
a

勺

○

篭
O
C

l

㌣
ロ

○

ゴ
さ
E
2

コ

…
只

p

Y

R
宍
○

芹

∩

白

○

害
毒
n

量
､

-

00

邑
な

ど
の

諸

論
文

を

同

誌
に

執
筆
し

て

い

る
｡

ナ

デ

ュ

ー

ジ

ヂ

ン

の

批

評

家
と

し

て
､

ま

た

学
者

と

し

て

の

仕

事
が
ベ

リ

ン

ス

キ

イ

の

批
評
家

と

し
て

の

形

成
に

い

か

に

か

か

わ

っ

て

い

る

か

に

つ

い

て

は

い

ず
れ

の

側
に

も

直
接
的
言
及

は

な

い
｡

し

か

し
､

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

の

側
に

は

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

の

仕
事
に

つ

い

て

の

評
価
が

わ

ず
か

な

が

ら

残
っ

て

い

る
｡

そ

の

最
初
の

も

の

は
ペ

リ

ン

ス

キ

イ

が

ナ

ヂ

エ

ー

ジ

ヂ

ン

を

個
人

的
に

知
る

ま

え

に

発
表
し

た
､

『

ポ

リ

ス

･

ゴ

ド

ゥ

ノ

フ
』

に

つ

い

て

の

書
評
(

一

八

三
一

年
)

で

あ

る
｡

ペ

リ

ン

ス

キ

イ

は

そ
こ

で

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

が

前
掲
の

『

ボ

リ

ス

･

ゴ

ド

ゥ

ノ

フ
』

論
で

こ

の

悲

劇
に

正

当

な

評

価
を

あ

た

え

た

も

の

の
､

そ

れ

は

流
れ

に

抗
し

て

泳
ぐ
の

が

好

き

な
こ

と

の

ゆ

え

だ

と

指

摘
､

必

ず
し

も

肯
定

的
と

は

言
え

な

(

8
)

い

判

断
を

示
し

て

い

る
｡

し

か

し
､

ナ

デ

ュ

ー

ジ

ヂ

ン

を

知
っ

て

の

ち

の

『

文

学

的

空

想
』

に

は

彼
の

著

作
か

ら
の

豊

富
な

引
用

が

(

9
)

見

ら
れ

る

と

と

も
に

､

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

は

｢

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

報
知
+

で

の

ナ

デ

ュ

ー

ジ

ヂ

ン

の

仕

事
を

既

成
の

権
威
へ

の

大

胆

な

挑
戦

､

ロ

シ

ア

が

ヨ

一

口

γ

パ

な

み

の

文

学

を

も
つ

と

い

う
幻

想
の

破

壊

を

意
味
す

る

も
の

と

し

て

と

ら

え
､

こ

れ

に

す
こ

ぶ

る

積

極
的

な

(

1 0
)

評
価
を

く

だ

し
て

い

る

(

H

忘
草

｡

こ

の

あ

と

｢

望

遠

鏡
+

時

代

の

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

に

は

ナ

デ

ュ

ー

ジ

ヂ

ン

の

仕
事
に

か

か

る

論
及

は

ほ

と
ん

ど

見

ら
れ

な
い

が
､

｢

望

遠
鏡
+

の

発
禁
後
は

総

じ

て

き

わ

め
て

否
定

的
な

反

応
を

示

す

よ

う
に

な

る
｡

ペ

リ

ン

ス

キ

イ

は

ナ

デ

ュ

ー

ジ

ヂ

ン

を
､

あ

る

い

は
､

誠
実
さ

も

信
念
も

真

理

と

(

u
)

芸

術
へ

の

愛
も

欠
い

た

人

間
と

し

て
､

あ

る

い

は

自
己
の

名

声
を

高
め

る

た

め

に

こ

と

さ

ら

大
胆
か

つ

乱

暴
に

､

ペ

ダ

ン

チ

ッ

ク

な

(

1 2
)

手

段
で

既

成
の

権
威
に

挑
戦
し

た

無
節
操
な

批
評

家

と
し

て
､

あ

(

1 3
)

る

い

は

芸

術
的

趣
味
に

欠

け
る

人

間
と

し

て
､

あ

る

い

ほ

｢

学
者

(

1 4
)

馬

鹿
+

と

し

て

冷

笑

す
る

｡

こ

の

よ

う
な

酷
評
は

後
述
す

る

プ

ー

シ

キ

ン

評

価
に

主

と
し

て

起

因
す
る

も
の

で

あ
っ

た
｡

ペ

リ

ン

ス

キ

イ

と

ナ

デ

ュ

ー

ジ

ヂ

ン

と

の

直

接
的

接
触
は

一

八

三

三

1
一

八
三

六

年
の

わ

ず
か

三

年
に

す

ぎ

な

い
｡

し

か

し
､

『

文

学
的
空

想
』

に

お

け

る

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

ヘ

の

論
及

や

右
の

一
.

▲

三

年
間
け

1

大
の

緊
密
な

関
係
を

考

慮
す

れ

ば
､

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

朗



一 橋論 叢 第六 十 三 巻 第 五 号 ( 7 0 )

の

後
年
の

香
定

的
評

価
に

も
か

か

わ

ら

ず
､

出
発
点

､

す

な

わ

ち

｢

望
遠

鏡
+

時
代
の

ペ

リ

ン

ス

キ

イ

の

思

想

形

成
に

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

が

な

ん

ら

か

の

影

響
を

あ

た

え
た

だ

ろ

う
こ

と
が

予

想
さ

れ

る
｡

こ

の

影

響
の

問
題
は

さ

ま
ざ

ま

な

側
面
に

つ

い

て

研

究
さ

れ

ね

ば

な

ら

な

い

も
の

で

あ
る

が
､

小

論
で

は

と

り

あ
え

ず
､

出
発

点
に

お

け

る
ベ

リ

ン

ス

キ

イ

の

リ

ア

リ

ズ

ム

思
想
の

形

成
に

ナ

ヂ

エ

ー

ジ

ヂ

ン

が

い

か

に

か

か

わ
っ

て

い

る

か

と

い

う

問
題
に

焦
点

を

あ

て

て

両

者
の

関
係
を

さ

ぐ
っ

て

み

た

い

と

思

う
｡

(

1
)

声

コ
○

岳
営
口

､

b

莞
へ

竜
琶
託

哲
ゝ

喜
へ

5
ト

熟
､

声
､

-

芸
○

､

〔

T

ワ

一

山

レ
.

(

2
)

声
○

宍

箆
エ

ー

旨
喜
き
へ
ひ

駕
巳
さ
臣

喜
名

賀
り

さ
岩
白

申

〕

哲
岳
宍
喜

N

Q
､

声
-

-

巴
00

ー

C

↑

p
･

-

旨
-
-
h

声

(

3
)

〓
･

〓
･
〓

買
e

ヌ

賀
=

)

《

A

当
○

ぎ
O
r

p
a

官
豊
･

l
ぜ
へ
へ

さ
恥

監
丁

へ

S

き
弐

)

-

監
ひ

)

T
･

N
･

C

T

ワ

設
-
ヨ
.

(

マ

イ

ク

ロ

フ

ィ

ル

ム

に

よ

る
｡

以

下
､

マ

イ

ク
ロ

フ

ィ

ル

ム

に

よ

る

ば

あ
い

は

末
尾
の

括

弧

内

に

M

と

略
記

す

る
｡

)

(

4
)

ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

の

著

作

集
は

ま

だ

編

ま
れ

て

お

ら

ず
､

そ

の

著
作

は

ヴ
ュ

ン

ゲ
ー

ロ

フ

(

官
〓
｢

e

p
O
臼

､

C
e

岩
e

コ

A

骨
琵
n

g

呂
`

､

}

00

設
-

-

や

N

O
)

編
の

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

全

集

第
一

巻
(

∋
)

b

喜
句

冒
q
.

ヽ

賢
莞

弓
芸

莞
き
ー

恥

申

〕

h
Q

岳
至
宝
～

0
､

コ
○

白

p
2

戸

E

〔

コ

写
芦

C
･

A
･

官
弓
2

胃
U

ヂ

→

+
こ
墨
U

･

以

下

昏
莞
培
宝

と

略

記
)

に

付

点

と

し

て
一

部

収

録
さ

れ

て

い

る

も
の

の

ほ

か

は

当

時
の

掲
載

誌
に

埋

も

れ
た

ま

ま

で

あ

る
｡

し

か

も

無

署

名
の

論
文

も

あ

り
､

㌶

帰
属

り
確

認
に

は

原

典

批
判

を

必

要

と

す
る

｡

小

論
で

は
こ

の

帰

属

β

の

問
題
に

つ

い

て

ほ

ソ

連
で

の

通

説
に

し

た
が

っ

た
｡

(

5
)

L

ぜ
へ

へ

…
恥

篭
へ

S

喜
き

ー

∞

き
T
一

N
.

∩

→

ワ

笠

-
巴

.

(

6
)

申

1

h

…

き
買

邑

…
0

3
Q

き
喜
喜
2

…
ヽ

…
芋

さ
宝
♪

コ
O

b

O
訊

丘
e

辞

勺
e

戸

C
･

H
･

｢

○

壱
ぎ
00

P

エ

竜
.

こ
漂
N

(

以

下

哲
へ

曽
岳

…
き
聖
叫

と

略

記
)

､

C

T

ワ

〓
汁

(

7
)

瓦
へ

S

名

宝

e
､

へ

買
Q

熟

賀
し

ぢ

喜
岳
S
宗
旨

転

ヨ

〒
叫
ト
ぺ

罠

喜
屯

､

コ
O

b

p
e

b
･

コ

勺

○

や

A
･

B
･

∽

賀
a

b

O

監

:
空

･

N

-

2
､

声
､

-

芸
ひ

ー

C

T

p
.

N

-

い
.

(

8
)

B
･

｢
･

官
喜
宍

…
耳

a
Q

岳
Q

…
Q

甘

き
莞

…
き
芸

長

A
=

C
C
C
P

こ
買
い

⊥
だ
石

-

1

∴
-

〔

1

勺

+
∞

･

(

以

下
こ

の

版
に

よ

り

巻
と
ペ

ー

ジ

の

み

を

略
記

す

る
｡

)

こ

の

点
に

つ

い

て

オ

ク

ス

マ

ン

や

ポ

リ

ヤ

ー

コ

フ

は

ナ

デ

ュ

ー

ジ

ヂ

ン

を

肯

定

的
に

評

価
し

た

も

の

と

と

ら

え
る

(

芦
○

宍

蓋
=

】

Q

や

邑
･

-

p

き
…

声

コ
○

喜
営
U

､

Q

や

邑
･

､

p
･

-

志
)

が
､

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

の

右
の

書
評
の

論

旨
か

ら

し

て
､

こ

れ

を

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

の

｢

二

重

的
立

場
+

へ

の

不

信
の

表
明

と

見
る

ネ

チ

ャ

ー

エ

プ

ア

(

B
.

C
.

〓
e

畠
e

男
.

申

〕

h
?

岳
莞

喜
声

吉
富
莞
や

七

喜
句

境
旨

莞
莞
鞋

ヽ

乳
Q

喜
芸
訂

･

無
芸
Q

莞
》

鞋

《

≧
Q

岳

葺

き
一

茂
牟

-

3
ワ

ー

や

○

を

支

持
し

た

ヽ

○

ヽ

レ

(

9
)

昏
喜
母
Q

♪

〔

T

p
･

い

当
-

昌
･

お

よ

び

ア

カ

デ
､

､

､

-

版
ベ

リ

ン

ス

キ

イ

全

集
の

注
を

参
照

｡

(

1 ｡
)

ヴ
ュ

ン

ゲ
一

口

フ

ほ

逆
に

こ

の

一

節
を

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

を

非

′

､



( 7 1 ) ペ リ ン ス キ イ と ナ ヂ エ
ー ジ ヂ ン

▲

人

難

し

た

も
の

と

と

ら
え

て

い

る

(

哲
莞
渇
Q
q

㌔
T

ワ

宝
占

が
､

こ

の

解

釈
に

は

相

当
な

無
理

が

あ

る
｡

(

1 1
)

一

八
三

七

年

六

月
二

十
一

日

付

E
･

C
･

ア

ク

サ

ー

コ

フ

宛
書

簡
(

舛
l

-

-

い

ー

ー
ー

い

N

)

｡

(

1 2
)

《

三
e

昌
e

き
六

召
…
六

｢
e

↑
e

》

こ
竺
○

(

早
い

00
¢

-
い

苫
)

･

(

1 3
)

《

○
`
e

胃
三

っ

笥
宗
○
持

主
↑

e

勺

弓

篭
豊
こ

00

合
(

H

く
､

-

-

)
･

(

1 4
)

一

八

四

七

年

十
一

月
二

十
二

日

付
E
･

且
･

カ

グ
エ

ー

リ

ン

宛

書

簡

(

桝
H

l
-

£
N

)

｡

二

リ

ア

リ

ズ

ム

の

思

想
ほ

そ

れ

ま
で

の

文

学
を

支

配
し

て

い

た

古

典
主

義
や

ロ

マ

ン

主

義
の

文

学
と

思

想

と

の

対

決
の

な

か

か

ら
生

ま
れ

て

く

る
｡

そ

こ

で

ま

ず
最
初
に

､

ナ

ヂ
エ

ー

ジ
■

ヂ

ン

と
ベ

リ

ン

ス

キ

イ

と

は

こ

の

古

典
主

義
や

ロ

マ

ン

主
義
に

た

い

す
る

態

度

に

お

い

て

い

か

に

か

か

わ

り

あ
っ

て

い

る

か

を

観
察
し
て

み

た

い
｡

周

知
の

よ

う
に

､

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

は

反
ロ

マ

ン

主

義
の

旗
印

を

か

か

げ
て

デ
ビ

ュ

ー

す
る

｡

『

来
た

る

年
に

つ

い

て

の

文

学

的

懸

念
』

1
以

下

『

文

学
的
懸

念
』

と

略
称

1
や

『

無
知
な
る

人
々

の

群
』

は
ロ

マ

ン

主

義
文

学
に

た

い

す
る

批
判
を

基
調
と

し

て

い

た
｡

ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

は

そ

こ

で
､

真
の

詩
歌
は

自
己

狂

乱

(

c

芸
○

宍
〔

T

笥
莞
…
e
)

に

ほ

か

な

ら

な
い

と

す

る
ロ

マ

ン

主

義

文

学
が

｢

脈
絡

も

秩
序
も

目

的
も

も

た

な
い

､

正

真
正

銘
の

た

わ

(

1
)

ご

と
+

と

化
し
て

し

ま
っ

て

い

る

こ

と

を

非
難
す
る

と

と

も
に

､

統
一

あ

る

思

想
的

内

容
を

文

学
に

要
求

し
､

芸

術
美
が

現

代

精
神

の

本

質
的

要
請
た

る

兵
と

善
と

を

内

容
と

な

す
べ

き
こ

と

を

主

張

(

2
)

し

た
｡

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

の

学
位
論
文

は

『

ロ

マ

ン

主

義
的

と

称
さ

れ

る

詩
歌
の

起
顔
と

本

質
と

運

命
に

つ

い

て
』

と

い

う
表

題
の

も
の

で

あ

る

が
､

｢

ア

テ

ネ

イ
+

誌
に

訳
載
さ

れ
■

た

部
分
は

『

そ

の

起

源
か

ら

説

明
さ

れ

る
､

古
典
主

義
的

詩
歌
と
ロ

マ

ン

主

義
的
詩
歌

と

の

相

違
』

(

《

P

冨
ら

云

貞
の

冨
e

※

壱
六

日
a

n

n

己

`

宍
【

6
さ

ミ

ロ

?

E
P

∃
た

コ
e

n

六

〇

岩

コ

○
叩
U
】

亮
き

O

n

〆

宍

喜
の

≡
O

e

已

宍
コ

p
O

宍
】

6
･

宍

駕
≡
豊
)

と
い

う

題
名
を

､

ま

た

｢

ヨ

一

口

γ

パ

報
知
+

誌
に

訳

載
さ

れ

た

部

分
は

『

ロ

マ

ン

主

義
的
詩
歌
の

今
日

の

誤

用
と

歪
曲

に

つ

い

て
』

(

《

○

琵
3
0

泊

月
の

芸

当
○

¥
コ

0

1

p
e

賢
e

≡
式

宍

宍

臣
宍
?

喜
ミ

ロ

○

喜
ヨ
ヨ
e
C

琶
ロ

コ

○

諾

喜
》
)

と

い

う
題
名
を

も

ち
､

そ

れ

ぞ

れ

内

容
を

異
に

し
て

い

た
｡

前

者
は

そ

の

表

題
か

ら
も

知
ら
れ

る

よ

う
に

､

古
典
主

義
と
ロ

マ

ン

主

義
と

が

い

か

に

し
て

発
生

し

た

か

を

人

間
の

認
識
活

動
の

推
移
に

即
し

て

歴
史
的
に

明

ら
か

に

し

よ

う

と
し

た

も

の

で

あ

る
｡

た

だ

し
､

こ

の

ば

あ

い

古

典
主

義
と

3

ほ

古

典

古

代
の

芸

術
意
識
を

､

ロ

マ

ン

主

義
と

ほ

中

世
の

そ

れ

を

朗
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意
味
し
て

お

り
､

近

代
の

い

わ

ゆ
る

古

典
主

義
や
ロ

マ

ン

主

義
と

(

3
)

は

区

別
さ

れ

て

い

た
｡

一

方
､

後
者
は

も
っ

ば

ら

同

時
代
の

ロ

マ

ン

主

義

-
ナ

デ

ュ

ー

ジ

ヂ

ン

の

語

法
に

し

た

が

え
ば

｢

擬
ロ

マ

ン

主

義
+

(

日

出

完
･

℃
○

喜
ヨ
5
岩
)

の

批
判
に

さ

さ

げ

ら
れ

て

い

る
｡

彼
が
ロ

マ

ン

主

義
を

否

定
す

る

の

は

そ

の

｢

激
増
な

疾

駆
+

､

｢

お

の

れ

の

気
ま

ぐ
れ

､

夢
想

､

情
熱
へ

の

気
ま

ま

な

服
従
+

､

｢

犯

罪

的
な

自

己

忘
却
の

瞬
間
に

の

み

人

間
の

本

性
が

転
落
し

う

る

よ

う

(

4
)

な

あ

ら
ゆ

る

乱
行
+

の

ゆ

え

で

あ

り
､

自
然
の

不

易
の

法

則
に

し

た

が
っ

て

発
展
す

る

永

遠
の

秩
序
の

無
視

あ

る

い

ほ

良
き

趣
味
の

(

5
)

歪
曲
と

創
造

力
の

堕
落
へ

の

傾
向
の

ゆ

え
で

あ

っ

た
｡

そ

し

て

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

は

古
典
主

義
も
ロ

マ

ン

主

義
も

現

代
の

精
神
に

照

応
し

な
い

と

し

て

と

も
に

香

定

し
､

古
典
主

義
と

ロ

マ

ン

主

義
と

(

6
)

の

統
合
(

〔

○

空
音
e

…
2
)

の

必

要

を

主

張
す

る
｡

こ

の

｢

統
合
+

は

新
た

な

芸
術

方

法
と
し

て

の

リ

ア

リ

ズ

ム

を

想

像
さ

せ

る

が
､

事
実
は

そ

う
で

な
い

｡

彼
が

要
求
す

る

の

は

｢

理

性
に

支

配
さ

れ

(

7
)

る

自
由
+

の

枠
の

な

か

に

閉
じ
こ

も
る

こ

と

で

あ

る
｡

こ

う

し
た

主

張
の

真
に

ほ

芸
術

と

は

｢

完
全
き

わ

ま

り

な
い

ハ

ー

モ

ニ

イ
+

(

8
)

で

あ

る

と

す

る

芸
術

観
が

あ
っ

た
｡

ナ

ヂ

エ

ー

ジ

ヂ

ン

に

よ

れ

ば

新
し
い

芸
術
の

創
造
ほ

｢

古

典
古
代
の

聖
な
る

記

念
碑
+

の

研

究

に

よ
っ

て

の

み

可

能
で

あ

る
｡

な

ぜ

な

ら
､

そ
こ

に

し

か

知

性
の

明

断
さ

､

想

像
力
の

思

慮
ぶ

か

い

つ

つ

ま

し
さ

､

秩
序
と

調

和
へ

脳

(

9
)

の

愛
を

見
い

だ

し

え

な
い

か

ら
で

あ

る
｡

ナ

デ

ュ

ー

ジ

ヂ

ン

は

も

と

よ

り

い

わ

ゆ

る

擬
古
典
主

義
の

研

究

を

よ

び

か

け

て

い

る

わ

け

で

は

な

い
｡

必

要
な

の

は

あ

く

ま
で

も

古

典
古

代
の

芸
術
の

研

究

で

あ

る
｡

し

か

し
､

ナ

ヂ

エ

ー

ジ

ヂ

ン

の

学
位

論
文
に

示
さ

れ

た

反
ロ

マ

ン

主

義
の

芸
術

観
は

一

種
の

古

典
主
義
と

し
て

う

け
と

り

ぅ
る

も
の

の

よ

う
に

思
わ

れ

る
｡

ナ

ヂ

エ

ー

ジ

ヂ

ン

自

身
も
こ

の

論
文
の

あ

ち
こ

ち
で

む
し

ろ

古

典
主

義
を

よ

し
と

す
る

考
え

を

示

(

1 0
)

し
て

い

る

し
､

後
年
に

書
か

れ

た

『

自
伝
』

に

お

い

て

も
二

〇

年

代
の

ロ

マ

ン

主

義
と

古

典
主

義
と
の

論
争
に

さ

い

し
て

は

内

心
で

(

1 1
)

古

典
主

義
に

く

み

し

て

い

た

こ

と

を

告
白
し

て

い

る
｡

ペ

リ

ン

ス

キ

イ

は

『

文

学
的

空

想
』

で

す
で

に

古

典
主

義
に

た

い

し

て

明

確
な

態

度
を

示

し

て

い

る
｡

彼
に

と
っ

て

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

古

典
主

義
は

文

学

上
の

カ

ト

リ

シ

ズ

ム

(

H
､

笥
)

､

ス

コ

ラ

主

義
､

ペ

ダ

ン

チ

ズ

ム

(

H
.

$
)

を

意
味

し
､

ロ

シ

ア

の

そ

れ

ほ

｢

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

こ

だ

ま
の

弱
々

し
い

反

響
+

以

外
の

な

に

も

の

で

も

な
い

(

H
､

$
)

｡

古
典
主

義
に

つ

い

て

の

こ

の

よ

う

な

評
価

は

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

の

そ

れ

と

は

か

な

り

異
な

る

も

の

で

あ

る
｡

一

方
､

ロ

マ

ン

主

義
は

古

典
主

義
の

支

配
に

た

い

す

る

知

的

革
命

を

意
味
す

る
｡

少

-
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こ

の

ロ

マ

ン

主

義
ほ

自
然
さ

へ

の
､

し

た

が
っ

て

芸

術
に

お

け
る

自
主

性
と

国

民

性
へ

の

復

帰
､

形
式
よ

り

も

理

念
に

た

い

し
て

あ

た

え

ら

れ

る

愛
顧

､

お

よ

び

古
代
の

縁
遠
く

き
ゅ

う

く

つ

な

語

形

式
の

廃
棄

以

外
の

な

に

も

の

で

も

な

か

っ

た

(

H
､

a

あ
)

｡

右
の

一

節
で

｢

復
帰
+

と

い

う
こ

と

ば
が

用
い

ら
れ

て

い

る

の

は
､

ロ

マ

ン

主

義
が

芸

術

本
来
の

姿
へ

の

復

帰
の

動
き

と

し

て

と

ら

え

ら
れ

て

い

る

か

ら
で

あ

る
｡

ロ

マ

ン

主

義
を
こ

の

よ

う
に

性

格
づ

け

る

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

は

シ

ャ

ト

ー

ブ

リ

ア

ン

､

ス

タ

ー

ル

夫

人
､

バ

イ
ロ

ン

､

ユ

ゴ

ー

な

ど
と

な

ら
ん

で

シ

ェ

イ

ク

ス

ビ

ア
､

ウ

ォ

ル

タ

ー

･

ス

コ

ッ

ト

を

も
ロ

マ

ン

主
義
者
と

し

て

と

り
あ

つ

か

っ

て

い

る

(

H
-

悪
)

｡

こ

の

よ

う
に

初
期
の

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

の

ロ

マ

ン

主

義
観
は

す
こ

ぶ

る

未
分

化
の

状

態
に

あ

る

も
の

の
､

や

が

て

リ

ア

リ

ズ

ム

と

名
づ

け

ら

れ

る

に

い

た

る

芸

術
方

法
の

構
成

要
素
を

多
分
に

内

包
し

て

お

り
､

プ

ー

シ

キ

ン

の

ロ

マ

ン

主

義
概

(

1 2
)

念
を

想

起
さ

せ

る
｡

そ

し

て
ペ

リ

ン

ス

キ

イ

ほ

そ

の

よ

う
な

も
の

と

し

て

の

ロ

マ

ン

主

義
に

た

い

し
て

肯
定

的
に

の

ぞ

ん

で

い

る
｡

そ

の

ロ

マ

ン

主

義
観
の

当

香
ほ

別

と

し
て

､

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

の

ロ

マ

ン

主

義
観
が

ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

の

そ

れ

と

ま
っ

た

く

異
な
っ

て

い

る

こ

と

は

明

際
で

あ

る
｡

ま

た

古
典

主

義
と

ロ

マ

ン

主

義
と
の

統
合
と
い

う

主

張

も

初
期
の

ペ

リ

ン

ス

キ

イ

に

は

見
い

だ

せ

な

ヽ

0

ヽ

.∨

も
っ

と

も
ベ

リ

ン

ス

キ

イ

は

の

ち

に
､

｢

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

報

知
+

時
代
の

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

の

ロ

マ

ン

主

義
批
判
に

肯
定

的
に

言
及

し
､

現

代
の

文

学

は

古

典

主

義
的
で

も
ロ

マ

ン

主

義
的
で

も
な

い
､

両

者
の

統
合
さ

れ

た

も
の

で

な

け
れ

ば

な

ら
ぬ

と

す

る

彼
の

主

張

(

1 3
)

が

真
理
で

あ

り
､

正

し
い

深

遠
な

思

想
で

あ
っ

た

と

指
摘
し

､

『

知

ゆ

え

の

悲
し

み
』

論
(

一

八

四

〇

年
)

で

は

み

ず
か

ら

も

そ

の

よ

う

な

所

論
を

展
開
す

る

に

い

た
る

(

I

H

H
､

畠
山

ー

£
○
)

｡

し

か

し

こ

れ

は

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

の

主

張
の

祖
述
と

い

う
よ

り

は
ヘ

ー

ゲ

(

1 4
)

ル

美
学
の

芸

術

形

式

論
の

独

自
の

敢
行
と

見
る

べ

き

で

あ

ろ

う
｡

と

も

あ

れ
､

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

は

古

典
主

義
と
ロ

マ

ン

主

義
に

た

い

す
る

評
価
に

か

ん

し

て

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

の

所
説
を

継
承

し
て

い

る

と

ほ

言
い

が

た

い
｡

こ

の

点
､

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

(

宕
p

昌
E
e

宍
只

阜
H

宍
○

岳
ぎ

｢
a

名

喜
○

呂
㌔

-

■∞
N

00

-
-

笠
や
)

(

1 5
)

の

判

断
は

正

確
で

は

な
い

よ

う
に

思

わ

れ

る
｡

(

1
)

b

芸
N

へ

ヽ
○

タ

C

T

ワ

£
00

･

(

2
)

ト

巴

チ

勺
り

会
○

-
宗
N

･

βJ 5
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(

3
)

ゝ

5

芸

長
-

00

山

○
)

J
･

Ⅰ
､

〔

↑

p
.

リ

(

三
)

(

4
)

哲
へ

き
罠
h

竜
昌
監

こ
∽

旨
】

ぎ
ー

】

〔

↑

ワ

一

山
､

3
ワ

ー

♪

C

T

p
･

-

仇
･

(

呂
)

(

5
)

ト

g
･

)

字
)

N
-

p

J
N

∞

も
+
い

N
.

(

呂
)

(

6
)

ト

g
･

】

2
ケ

ー
､

や

ー

い
)

勺

+
h

い

Z
O

N
､

p
.

-

苔

(

7
)

≧
邑
.

-

Z
O

-
､

9

-

P

(

8
)

ヽ

g
礼
.

-

9

N

-
.

(

9
)

ヽ

訂
軋
.

-

Z
O

N
.

p

-

い

N

-
-

い

P

(

1 0
)

ト

g
･

-

字
U

-
-

や

N

u
山

字
)

N
､

や

ー

N

h
-

p
.

-

ぷ
p

+
念
.

(

1 1
)

･
ぜ
へ

芸

邑

罠

S
さ
さ

一

宏
仇

､

T
.

♪

〔

→

勺
.

声

(

12
)

A
･

コ
}

E
宍

≡
､

ヨ
q

岳
Q
q

へ

Q

甘
蓋
莞

へ

Q

さ
莞
さ
や

已
中

《

コ
ロ
a

買
a

》
-

→
･

h
､

-

諾
ヰ

.

c

↑

ワ

£
1

昂
ポ

リ

ヤ

ー
コ

フ

は
ペ

リ

ン

ス

キ

イ

が

こ

こ

で

ロ

マ

ン

主

義
と
い

う

語
を

リ

ア

リ

ズ

ム

の

同

義

語
と

し

て

用
い

て

い

る

と

指
摘
し
て

い

る

(

声
コ
○

白

芙
○

臼
-

h
q

§
-

･

ミ

喜
駄

句

≧
Q

買
電
､

-

苫
∞

､

∩

→

ワ

ー

a
)

｡

(

1 3
)

《

C
→

O

p

笥
宗
宍

≧
→
e
勺
P

岩
勺
○

夢
-

望
-

(

く
､

N

-

串

(

1 4
)

拙

稿

『

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

と
ヘ

ー

ゲ
ル

美
学
捌
己

(

札

幌
大

学

外

国

語

学

部

紀

要

｢

文

化

と

言

語
+

一

九
六

九

年
第

一

号

所
収
)

参

照
｡

(

1 5
)

チ
ェ

ル

ヌ

イ
シ

ェ

フ

ス

キ

イ

は
ベ

リ

ン

ス

キ

イ

が
ロ

マ

ン

主

義

と

の

容

赦
な
い

論

争
を

ナ

ヂ

エ

ー

ジ

ア

ン

か

ら

継

承

し
た

と

見
て

い

る
(

=
･

｢

宕
勺

昌
E
e

買
長

寿
岳
○

ミ
Q

甘
き
莞
へ

○

さ
莞

さ
払

､

T

+
:

{

こ
苫
♪

c

T

ワ

ー

00

仇

1
-

笠
)

が
､

｢

望
遠
鏡
+

時
代
の

ベ

ヮ

ン

ス

キ

イ

に

つ

い

て

は

そ

う

は

言

え

な
い

し
､

後
年
の

彼
の

ロ

マ

ン

主

義
批
判

は

チ
エ

ル

ヌ

イ
シ

ュ

フ

ス

キ

イ

自

身
も

指
摘

し
て

い

る

よ

う

に

ナ

デ

ュ

ー

ジ

ヂ

ン

の

そ

れ

と
は

性

格
を

異
に

し

て

い

る
｡

三

っ

ぎ
に

､

芸
術
に

お

け

る

現

実

再

現
の

問
題
に

つ

い

て

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

と

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

ほ

そ

れ

ぞ

れ

い

か

に

考
え
て

い

た

か

を

観
察
し

て

み

よ

う
｡

ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

は

『

文

学

的

懸

念
』

に

お

い

て
､

｢

芸
術
の

仕

事
は

こ

の

(

自
然
を

含
む

広
い

意
味
で

の

世

界
の

こ

と

ー
引

用

者
)

永
遠
な

る
ハ

ー

モ

ニ

イ

の

神
租
な

反

響
を

聴
き

と
っ

て
､

調

和
し

た

リ

ズ

ミ

カ

ル

な

協
和
音
に

お

い

て

わ
れ

わ
れ

の

聴

覚
に

聴
き

や

す
い

も
の

と

し

て

こ

れ

を

提
供
す
る

こ

と

で

あ

る
+

と
の

(

1
)

べ

て

い

る

が
､

こ

の

よ

う
な

芸
術
観
か

ら

容
易
に

推

察
し

う
る

よ

ぅ
に

､

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

ほ

芸
術
が

と

り

あ

げ
る

べ

き

事
象
を

特

定
の

も

の

に

限

定

し
ょ

う
と

す
る

｡

世

界
は

嫌
悪
の

対

象
と

し

て

で

は

な

く

享
受
の

対

象
と

し

て

存

在
す
る

の

で

あ
っ

て
､

芸
術

は

汚
点

を

写
し

と

る

の

で

な

く
､

も

と
の

ま
ま

の

う
る

わ

し

さ

を

と

ど
め

た

自
然
を

描
く
べ

き
で

あ

る
､

と

彼
は

説
き

､

シ

ェ

イ

ク

ス

ビ

ア

や

ロ

ー

ぺ

･

デ
･

ベ

ー

ガ

が

自
分
の

偉
大

な

作
品
に

醜
い

フ

ァ

ル

ス

を

も

ち
こ

ん

で

こ

れ

を

崎
形

化
せ

し
め

た

の

は

無

知
と

不

趣
味
と
の

自
己

闘
争
の

失

敗
に

よ

る

も
の

だ

と

理

解
し

た

の

で

あ

βヱ♂

′

一
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.ノ

(

2
)

っ

た
｡

ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

の

学
位
論
文
や

『

オ

ネ

ー

ギ

ン

』

論
に

は

た

し

か

に

リ

ア

リ

ズ

ム

論
を

想

起
さ

せ

る

発
言
が

少
な

か

ら

ず
見
い

だ

さ

れ

る
｡

学
位
論
文
で

彼
は

｢

芸
術
は

自
然
の

生

き

た

鏡
で

な

(

3
)

け
れ

ば

な

ら

な
い
+

と

主

張
し

､

ま

た

『

オ

ネ

ー

ギ

ン

』

第
七

草

に

か

ん

す
る

評
論
で

は
､

詩
歌
と

は

｢

自
然
の

絵
画
+

で

あ

り
､

そ

の

価

値
は

詩
歌
が

自
然
を

示

す
そ

の

描
写
の

｢

忠
実
さ

と

躍
動

性
と

美
し
さ
+

に

あ

る

と

説
き

､

詩
歌
を

自
然
の

忠
実
な

鏡
と

も

名
づ

け
て

､

｢

詩
歌
を

し
て

自
然
の

な

か

で

目
に

し

耳
に

す

る

も

の

を

わ

れ

わ

れ

に

た

い

し

て

忠
実
に

描
か

し

め

よ
+

と

論
じ

て

い

(

4
)

る
｡

し

か

し
､

こ

れ

ら
の

主

張
を

も
っ

て

現

実
の

客

観
的

･

全
面

的

再

現
の

要
求

と

見
な

す
わ

け
に

ほ

い

か

な
い

｡

な

ぜ

な

ら
､

彼

は

み

ず
か

ら

右
の

主

張
を

香
定
し

て

い

る

か

ら
で

あ

る
｡

た

と

え

ば
､

学
位

論
文
に

お

い

て

は

先
の

主
張
の

す

ぐ

あ

と
で

芸
術
は

現

実
の

醜
い

も

の

に

で

は

な

く
て

､

う
る

わ

し

き

も
の

に

目

を

向
け

(

与
)

る
べ

き

だ

と

主

張
し

て

お

り
､

『

オ

ネ

ー

ギ

ン

』

論
に

お

い

て

も
､

か

た

つ

む

り
の

つ

の

を

出
さ

せ

る

の

ほ

よ

い

と

し

て

も
､

そ

の

い

と

わ

し
い

醜
さ

を

お

お

い

か

く

し
て

い

る

穀
を

は

ぎ

と
っ

て

は

な

(

6
)

ら
な
い

､

と
の

ぺ

て

い

る

の

で

あ

る
｡

こ

の

よ

う
に

､

ナ

デ
ュ

ー

(

7
)

ジ

ヂ

ン

の

主
張
に

ほ
､

ポ

リ

ャ

ー
コ

ア

の

言

う
｢

二

重

性
+

が

認

め

ら

れ

る
｡

し

か

る

に
､

｢

望
遠
鏡
+

時
代

の

ナ

ヂ

エ

ー

ジ

ヂ

ン

の

論

文

に

は

｢

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

報
知
+

時

代
と

だ

い

ぶ

ち
が

っ

た

論
調
が

見

ら

れ

る

よ

う
に

な

る
｡

ロ

マ

ン

主

義
に

た

い

す

る

非
難
は

か

な

り

影

を

ひ

そ

め

る
｡

ヴ
ュ

ン

ゲ

一

口

フ

が

指
摘
し

て

い

る

よ

う

な

打
算

(

8
)

に

も

と
づ

く

変
節
で

あ

る

か

香
か

は

明

ら
か

で

な
い

が
､

あ

る

種

の

変
化
が

認
め

ら
れ

る

こ

と

は

事
実
で

あ

る
｡

と

り

わ

け

注

目
に

催
す

る

の

は

｢

望
遠
鏡
+

創
刊

号
の

巻
頭
論
文

『

啓
蒙
の

現

代
の

傾
向
』

で

あ

る
｡

こ

の

論
文
で

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

は

学

位
論
文
に

お

け
る

と

同

様

に

1
-
た

だ

し

古
典
主

義
や

ロ

マ

ン

主

義
と
い

う

術

語
は

い

っ

さ

い

用
い

る

こ

と

な

く

-
人

間
の

認

識
活

動
の

発
展
を

歴

史

的
に

考
察
し

､

古
典

古
代
に

お

け
る

精
神
に

た

い

す
る

自
然
の

支

配
か

ら

中

世
に

お

け

る

自
然
に

た

い

す
る

精
神
の

支

配
へ

と

両

者
の

関

(

9
)

係
が

推
移
し
て

き

た

と

と

ら

え
､

現

代
に

お

い

て

ほ

こ

の

両

者
の

｢

均
衡
化
+

､

｢

二

つ

の

対

極
的

傾
向
の

統
合
+

へ

の

志

向
が

文

明

の

基
本

的

特

徴
を

な

し

て

い

る

と

説
く

｡

そ

し

て

こ

の

｢

統
合
+

と

は

具

体

的
に

は
｢

経
験
性
+

(

○

コ

ヨ
エ

O
n

→
J
)

を
､

｢

物
質
と

精
神

と

の

こ

の

う
え

な

く

完
全

な

調

和
+

を
､

｢

実

際
の

生

活
へ

の

注

■7

日
+

を
､

｢

思

考
と

現

実
と

の

あ

い

だ

の

続

こ

を

意
味
し

て

い

朗
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(

1 0
)

た
｡

要
す
る

に

ナ

デ

ュ

ー

ジ

ヂ

ン

は

実

証

的
棉
神
を

も
っ

て

現

代

の

基

本

棉
神
と

と

ら
え

る

の

で

あ

る
｡

そ

し

て

彼
は

こ

の

よ

う
な

新
し
い

楕
神
動
向

は
一

六

世

紀
に

始
ま

る

と

し

て
､

そ

れ

が

経

済

活

動
や

学
問
や

芸
術
の

領
域
に

い

か

に

発

現
さ

れ

て

い

る

か

を

詳

細
に

観
察
す

る
｡

わ

け
て

も

そ

の

文

学

論
は

注

目
さ

れ

る
｡

｢

新
し
い

詩
的
精
神
の

真
の

傾
向

は

生

活
の

無
限
の

完
全

さ

と

の

全

般
的
な

均
等
化
へ

の

た

え

ま

な
い

志

向
に

あ

ら

わ

れ

て
+

お

り
､

文

学
は

｢

完
全
さ

に

お

い

て

も

忠

実
さ

に

お

い

て

も
+

歴

史

書
に

ひ

け
を

と

ら

ず
､

真
理

を

そ

の

標

語
と

し
､

｢

存
在
の

あ

ら

ゆ
る

無

限
な

う
ず
ま

き
+

を

そ

の

理

想
と

す
る

､

と

ナ

ヂ

エ

ー

ジ

(

1 1
)

ヂ

ン

は

説
く

｡

そ

し

て

ロ

マ

ン

と
い

う

も
の

を
こ

の

よ

う
な

新
時

代
の

精
神
に

も
っ

と

も
ふ

さ

わ

し
い

ジ

ャ

ン

ル

せ

⊥

て

位
置
づ

け
､

ウ

ォ

ル

タ

ー

･

ス

コ

ッ

ト

を

も
っ

て

｢

創

造
活

動
の

現

代
的
購
神

(

1 2
)

の

真
の

代

表
者
+

と

な

す
｡

ナ

ヂ

エ

ー

ジ

ヂ

ン

は

こ

の

よ

う
な

新

時
代
の

文

学
の

こ

と

を

｢

生

活
の

詩
歌
+

(

コ

○

諾

喜

宍

≡

宝
)

と

(

1 3
)

名
づ

け

て

い

る
｡

｢

望

遠
鏡
+

創
刊

号
の

巻
頭
論

文

は

そ

れ

ま

で

の

主

張

と

ち
が

っ

て
､

文

学
の

生

活

現

実
へ

の

接
近
を

き

わ

め

て

は
っ

き

り

と

要
求
し

た

も
の

で

あ

り
､

そ

の

意
味
で

ナ

ジ

エ

ー

ジ

ヂ
ン

の

こ

の

論
文
に

リ

ア

リ

ズ

ム

の

恩

恵
へ

の

傾
向

を

認
め

る

こ

(

1 4
)

と

ほ

妥

当
と

思

わ

れ

る
｡

し

か

し
､

同

じ

こ

の

論
文
で

ナ

ヂ

ェ

ー

ジ

ヂ

ン

が
一

面
で

古

典
主

義
に

お

け

る

三

単
一

の

束
縛
と

い

う
も

畑

(

1 5
)

6

の

を

斥
け

な
が

ら
､

反

面
で

そ

の

代

表

的
劇
作
家
た

る
コ

ル

ネ

ー

ユ

や

モ

リ

エ

ー

ル

に

｢

新
し
い

詩
的
精
神
の

息

吹
き
+

､

｢

現

代
の

(

1 6
)

詩
歌
の

端
緒
+

を

見
い

だ

し
て

い

る

こ

と

も

見
の

が

す
こ

と

は

で

き

な
い

｡

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

は

『

文

学

的

空

想
』

に

お

い

て
､

｢

芸

術
と

は

無
限
に

多
様
な

現

象
に

お

け

る
､

世

界
の

偉
大
な

理

念
の

表
現

で

あ

る
+

と
の

べ

て

い

る

(

H
-

山

王
｡

こ

の

主

張
で

ペ

リ

ン

ス

キ

イ
.

の

力

点
は

｢

無

限
に

多
様
な
+

と
い

う

部
分
に

お

か

れ

て

い

る
｡

バ

イ

ロ

ン

や

シ

ラ

ー

に

お

け

る

よ

う
な

､

作
者
の

主

観
的

立

湯
に

ょ

っ

て

現

実
を

慈

恵
的
に
一

面

化
あ

る

い
■
は

単
純
化

す
る

主

観
主

義
的
な

文

学

を

否

定
し

､

シ

ェ

イ

ク

ス

ピ

ア

に

お

け

る

よ

う
な

､

現
実

を

ま
っ

た

く

客

観
的
に

､

す

な
わ

ち

現

実
の

諸

事
象
を

そ

の

あ

る

が

ま

ま
の

姿
に

お

い

て

再

現

す
る

文

学
を

も
っ

て

｢

真
の

創

造
+

と

な

す
こ

と

-
そ

こ

に

べ

リ

ン

ス

キ

イ

の

主

張
の

眼

目
が

あ

っ

た

(

H
-

い

N

-
窒
)

｡

こ

の

要
求
は

､

ポ

リ

ヤ

ー
コ

フ

も

指
摘

(

1 7
)

し

て

い

る

よ

う
に

､

リ

ア

リ

ズ

ム

の

第
一

の

原

則
を

意
味
す

る
｡

ロ

マ

ン

主

義
へ

の

論
及
に

さ

い

し

て

ほ
バ

イ
ロ

ン

も
シ

ェ

イ

ク

ス

ピ

ア

も
ロ

マ

ン

主

義
者
と
し

て

同

列
に

論
じ
ら

れ

て

い

る

に

も
か

か

わ

ら

ず
､

こ

こ

で

は

両

者
が

就
く
対

置
さ

れ

て

い

る
｡

ネ

チ

ャ



( 77 ) ベ リ ン ス キ イ と ナ デ ュ
ー ジ ヂ ン

(

l S
)

-

ユ

ダ
ァ

も

指
摘
し

て

い

る

よ

う
に

､

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

は

こ

こ

で

明

ら
か

に

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

の

対

立

者
と

し

て

現

わ

れ

て

い

る
｡

け

だ

し
､

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

の

本

意
は

芸

術
の

再

現
対

象
の

限

定

化

の

香

定
に

あ

る

か

ら
で

あ

る
｡

翌

年
の

『

ロ

シ

ア

の

中
編
小

説

と
ゴ

ー

ゴ

リ

氏
の

中

編
小

説
に

つ

い

て
』

(

以

下

『

ゴ

ー

ゴ

リ

論
』

と

略
称
)

は

リ

ア

リ

ズ

ム

理

論
形

成
に

向

か
っ

て

さ

ら
に

一

歩
進
ん

だ

も
の

で

あ

る
｡

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

は

生

活
現

象
の

再

現
に

お

け
る

方

法

上
の

相

違
に

も
と

づ

い

て

文

学

を

｢

理

想

的

詩
歌
+

と

｢

現

実

的
詩
歌
+

の

二

種
に

区

別

す

る
｡

こ

れ

ら
は

『

文

学
的
空

想
』

に

お

け

る

シ

ラ

ー

‖

バ

イ

ロ

ン

的
文

学
と

シ

ェ

イ

ク

ス

ピ

ア

的
文

学
に

お

お

む
ね

照

応
す

る

も
の

と

言

え

る

が
､

そ

の

性
格
づ

け

は

ま

え
よ

り

も

発
展
を

示

し

て

い

る
｡

｢

現

実

的
詩
歌
+

と

は

｢

生

活
の

現

実
の

あ

ら

ゆ

る

細

部
と

色

彩
と

陰
影
と

に

忠
実
で

あ

り
つ

つ
､

生

活

を

そ

の

ま
っ

た

き

赤
裸
と

真
理
に

お

い

て

再

現

す
る
+

文

学

を

言
う
(

-
)

N

缶
)

｡

こ

の

｢

現

実

的
詩
歌
+

は

｢

生

活
の

詩

歌
+

(

コ

○

盟

≡

※

已
}

岩
)

と

も

｢

現

実
の

詩
歌
+

(

コ

○

諾

喜

一

監
c

→
ロ

ヨ
e

き
≡
〔

⊇
)

と

も

呼
ば

れ
､

｢

現
代
の

真
の

､

そ

し

て

本
物
の

詩
歌
+

で

あ

り
､

そ

の

基
本

的

特

徴
は

｢

現

実
へ

の

忠

実
さ
+

に

あ

る

(

H
､

N

ミ
)

｡

こ

の

よ

う
な

｢

現

実
的
詩
歌
+

を

ペ

リ

ン

ス

キ

イ

は

歴

史
的

形
成
物

と

し
て

､

す

な
わ

ち

人

類
の

知
的
成

年
期
の

所
産
と

し

て

と

ら

え

る
｡

詩
歌
と

現

実
と

の

結
合
は

一

六

世

紀
に

セ

ル

バ

ン

テ

ス

と
シ

ェ

イ

ク

ス

ビ

ア

に

よ

っ

て

実

現
さ

れ

る
｡

｢

真
理

､

最
高
の

真
理
+

-
こ

れ

が

シ

ェ

イ

ク

ス

ピ

ア

の

作
品
の

基

本

特

徴
で

あ

り
､

彼

は

｢

新
し
い

､

真
の

芸

術
の

時
代
の

ま

ば

ゆ
い

黎
明
で

あ

り
､

お

ご

そ

か

な

夜
明
け
+

で

あ

る
｡

さ

ら
に

W
･

ス

コ

ッ

ト

が

芸

術
と

生

活

と
の

粁
合
を

完
成
さ

せ

る
｡

(

H
-

N

窒
-
N

笥
)

こ

う
し
て

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

は

現

実
を

忠

実
に

再
現

す

る

文

学
を

も
っ

て

新

時
代
の

､

も
っ

と

も

時

代

精
神
に

か

な
っ

た

文

学
と

し
て

と

ら
え

､

そ

の

歴

史
的

存
在
理

由
を

主

張
す
る

の

で

あ

る

が
､

反

面
で

は

｢

理

想

的

詩
歌
+

に

た

い

し
て

も

新
時
代
に

お

け

る

市

民

権
を

拒
香
し

き

れ

ず
､

そ

こ

に
一

定
の

矛

盾
を

見
せ

て

い

る
｡

し
か

し

彼
の

心

が

前

(

1 9
)

者
に

傾
い

て

い

る

こ

と

は

香
め

な
い

(

H
-

N

冒
)

｡

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

の

『

ゴ

ー

ゴ

リ

論
』

は

い

く
つ

か

の

点
で

ナ

デ

ュ

ー

ジ

ヂ
ン

の

『

啓

蒙
の

現

代
の

傾
向
』

の

論
調
を

想
起
さ

せ

る
｡

と

り

わ

け

｢

現

実
的

詩
歌
+

の

歴
史
的
意
味
づ

け
､

芸
術
の

現

実

性
の

主

張
､

ス

コ

ッ

ト

の

位
置
づ

け

な

ど
に

お

い

て

は

｢

生

活
の

詩
歌
+

と

い

う

用

語
を

含
め

て

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

の

所

説
を

継

承

し

て

い

る

よ

う
に

思
わ

れ

る
｡

こ

う
し

た

継

承
は

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

Q
V

の

ジ

ャ

ン

ル

論

-
と

く
に

ロ

マ

ン

の

意
味
づ

け

1
や

創
作
過

朗
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(

20
)

程

論
に

も

認

め

ら
れ

る
｡

し
か

し

言

う
ま

で

も

な

く
こ

の

継
承
は

直

線
的

な

も
の

で

も

受
動

的

な

も
の

で

も

な
い

｡

そ

こ

に

は

ペ

リ

ン

ス

キ

イ

独

自
の

思

想
の

展
開
が

認
め

ら

れ

る
｡

シ

ェ

イ

ク

ス

ビ

ア

を

｢

現

実
的

詩
歌
+

の

先

駆
者
と

な

す

観
点
は

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

に

は

見
ら
れ

な
い

し
､

ま

た

逆
に

コ

ル

ネ

ー

ユ

や

モ

リ

エ

ー

ル

に

新
時
代
の

､

す
な

わ

ち

現
実

的
文

学
の

端
緒
を

見
い

だ

す

観
点

は
ベ

リ
ン

ス

キ

イ
に

は

ま
っ

た

く

見
ら
れ

な
い

｡

『

文

学

的
空
想
』

や

『

ゴ

ー

ゴ

リ

論
』

に

は

文

学
に

お

け

る

客

観
性
や

現

実
へ

の

忠

実
さ

の

要
求
と

並

ん

で
､

典
型

化
と

個

性
化
に

か

ん

す
る

思
想
が

す
で

に

認

め

ら

れ

る

1
た

と

え

ば

『

文

学

的
空
想
』

に

お

け

る

グ

リ

ポ

エ

ー

ド

フ

論
(

H
､

∞
-

)

や
バ

ル

ザ

ッ

ク

論
(

H
-

■

望
)

､

『

ゴ

ー

ゴ

リ

論
』

に

お

け

る

創
作
過

程
論
(

H
､

N

00

○

や
ゴ

ー

ゴ

リ

の

中

編
小

説
の

分

析
(

Ⅰ
)

N

∞
や

､

山

喜
の

な
か

に
｡

こ

れ

ら
の

思
想

は

後
年
に

お

け

る

ほ

ど

十

分
な

意
味
づ

け
が

な
さ

れ

て

い

る

わ

け

で

も

な

く
､

ま
た

対

象
の

客
観
的
再

現
の

要
求
と

意
識
的
に

関
係

つ

け

ら

れ

て

い

る

わ

け
で

も

な
い

｡

し

か

し
こ

れ

ら
の

命

題
も
ま

た
ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

に

は

見

う

け

ら
れ

な
い

も
の

で

あ

る
｡

4
)

ヽ

g
丸
･

)

-

00

き
Z
O

叫
､

宅
.

N

-

い

-
N
-

デ

(

呂
)

5
)

叫

訂

チ
ー

00

旨
､

Z
O

I
-

p
p

.

N

N

-
N

山
.

6
)

恕
邑
.

こ
00

き
Z
O

叫
､

勺
ワ

N

-

阜

1
N

一

汁

7
)

芦

コ
○

喜
六
〇

タ

哲
b
巴

さ

買

邑
屯

≧
Q

買
電
､

-

苦
節

､

C

T

p

J
O

い

-
-
-

○

戸

β2 0

3 2 1

b

芸
N

塙
0

♪

n

l

p
･

£
p

ヽ

訂
軋

J

ワ

会
N

.

b
～

S
さ
顎

h

竜
Q

串
監

こ
00

旨
-

冒
U

-
､

∩

↑

ワ

N

N
●

(

8
)

グ
エ

ン

ゲ
ー

ロ

フ

は
こ

の

転
向

を
プ

ー

シ

キ

ン

の

機
嫌
を

と

ろ

ぅ
と
い

う

商
策
に

よ

る

も
の

と

見
て

い

る

(

b

芸
N

竜
Q

♪

〔

↑

平

吉
山

一
合
一

.

)

｡

(

9
)

訂
岳
買
Q

き

ー

00

ピ
.

`

+
-

∩

→

勺
一

-

-
00

.

(

呂
)

(

1 0
)

ト

巴

チ
勺

り

ゃ

I
-

-
､

や

N

00
.

(

1 1
)

ヽ
ひ

邑
.

-

p

い

い
.

(

1 2
)

ト

g

チ

胃
一

等
-

h

声

(

1 3
)

岳
邑
.

､

や

ゎ

P

(

1 4
)

多
く
の

研

究
者
は
｢

ヨ

ー

ロ

ブ

バ

報

知
+

時

代
の

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

の

諸

論
文
に

す
で

に

矛

盾

し

た

形

態
に

お

け

る

リ

ア

リ

ズ

ム

思

想

の

芽
を

見
い

だ

し

て

い

る

(

た

と

え

ば
､

A
H

C
C
C
勺

､

な
へ

S

竜

覧

ヽ
七
へ

買
Q

熟

､

ぢ
鞋

∋
ミ
へ

ぎ

→
･

H
)

-

設
∞

-

∩

→
p
.

N

設
‥

コ
.

三
e

諾
】

占
e

臼
､

哲
§
-

莞

喜
恥

こ
巴
♪

3
勺
.

監
-
00

ご

声
コ
○

喜
苔
タ

b

莞
へ

?

ヽ

琶
よ

h
q

岳
ミ

喜
や
一

芸
○

､

C

T

p
.

-

い

N

)

｡

し

か

し
､

『

啓

蒙
の

現

代
の

傾

向
』

は

｢

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

報

知
+

時

代
の

諸

論

文
と

は

論

調
が

か

な
り

ち
が

っ

て

お

り
､

リ

ア

リ

ズ

ム

思

想
へ

の

芽
が

認

め

ら

れ

る

と

す
れ

ば

む

し

ろ
こ

の

論

文
に

お

い

て

い

っ

そ

う

そ

う
だ

と

な

す
べ

き

も

の

の

よ

う
に

思

わ
れ

る
｡

(

1 5
)

ヨ
岳
買
Q

ヌ

ー

巴
-

-

戸

-
､

〔

→

勺
.

設

-

声
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ー ジ ヂ ン

(

1 6
)

ヽ

訂
軋

･

-

9
-

い
･

(

1 7
)

声
コ
○

墓
穴
○

タ

b

罵
言
ヽ

琶
託

h

≡
ミ
ト

ヘ

…
熟

-

-

芸
○

､

C

T

勺
･

-

芦

(

1 8
)

B
-

C
.

H
e

畠
e

望
､

Q

や

Q
軋

㌻

や

N

コ
r

(

1 q

こ

ポ

リ

ヤ

ー

コ

フ

に

も

同

様
の

指
摘
が

見

ら

れ

る

(

声

コ
0

曽
丁

宍
○

タ

や

や

邑
◆

､

p
●

N

-

い

)

｡

(

2 ｡
)

C

芦

A
H

C
C
C
P

､

き
り

S
Q

ヽ

§
爪

音
岳
旨

爪

音
臣

匂

n
n
n
℃

Q

声
司

3
鞋

S
Q

岳

e
へ

ー

→
.

N

こ
芸
∞

､

3
p
.

N

00

ご

せ

P

三
a

≡
､

l
ぜ
?

へ
､

へ

§
爪

音
岳
冒

骨
喜
如

実
き
恥

∋

§
♪

声
-

-

ま
♪

3
p
･

芦

最
後
に

プ

ー

シ

キ

ン

の

評
価
を

め

ぐ
る

諸
問

題
を

検

討
し

て

み

た
い

｡

プ

ー

シ

キ
ン

の

『

ヌ

ー

リ

ン

伯
』

が
一

八
二

八

年
に

刊
行
さ

れ

(

1
)

る

と
､

ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

は

翌

年
の

｢

ヨ

一

口

γ

パ

報

知
+

に

そ

の

批
評

を

書
い

た
｡

『

二

編
の

韻
文

小

説

-
｢

舞
踏
会
+

と
｢

ヌ

ー

ワ

ン

伯
+

』

が

そ

れ

で

あ

る
｡

ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

の

批
評
ほ

す

こ

ぶ

る

つ

め
た

い

も
の

で
､

題
名

を

も

じ
っ

て

こ

の

作
品
を

｢

ゼ

ロ

+

(

ロ

シ

ア

語
で

｢

ヌ

ー

リ
+

と

言
う
)

と

評

し
､

内

容
の

分

析
に

も

催
し

な
い

｢

石

け
ん

の

泡
+

の

よ

う
な

も
の

だ

と

き

め
つ

(

2
)

け

る
｡

ナ

デ

ュ

ー

ジ

ヂ

ン

は

『

ヌ

ー

リ

ン

伯
』

に

自
然
の

み

ご

と

な

描
写

を

認

め
､

か

つ

詩
人
が

自

然
の

忠

実
な

画

家
で

な

け

れ

ば

な

ら
な

い

と

す

る

思

想
に

も

同

意
を

示

す
の

で

あ

る

が
､

絵
と

し

(

3
)

て

美
し
い

だ

け
で

は

不

十

分
だ

と

考
え

る

の

で

あ

る
｡

『

ヌ

ー

リ

ン

伯
』

に

た

い

す
る

こ

の

よ

う
な

冷
笑
は
『

無
知
な

る

人
々

の

群
』

や

｢

望
遠
鏡
+

時
代
の

評
論
『

文

学
的
制
裁
』

(

《

ヨ

ヨ
名
a

T

篭
エ
ロ

泊

(

4
)

p

■a
C

コ

勺
a

宗
》

こ
00

ヒ
)

に

も

見
い

だ

さ

れ

る
｡

ナ

デ

ュ

ー

ジ

ヂ

ン

は

一

八
二

九

年
に

『

ポ

ル

タ

プ
ァ

』

に

つ

い

て

も

批

評

を

書
く
が

､

そ

の

基
調
は

､

プ

ー

シ

キ

ン

ほ

真
の

意
味
で

の

詩
人
で

は

な

く
て

､

才
能
あ

る

｢

へ

ぼ

詩
人
+

な
い

し

｢

派

手
な
モ

ザ

イ

ク

風
の

墟

田

織
+

の

名

手
に

す
ぎ

ず
､

そ

の

本

性
は

た

だ

嘲

弄
せ

ん

が

た

め

に

の

み

す
べ

て

を

冷
笑
す

る

こ

と

に

あ

り
､

プ

ー

シ

キ

ン

の

詩
は

た

だ

の

パ

ロ

デ
ィ

に

す
ぎ

な
い

､

と
い

う

も
の

で

あ
っ

た

と

言
わ

れ

(

5
)

る
｡

ま

た
､

ロ

マ

ン

主

義
を

非
難
し
た

学
位

論
文
に

お

い

て

ほ

プ

ー

シ

キ

ン

の

『

ジ

プ

シ

ー
』

や

『

盗

賊
の

兄

弟
』

に

触
れ

､

こ

れ

ら
の

作
品

を

｢

ロ

マ

ン

主

義
の

商
標
の

も
と

に

提
供
さ

れ

る

ば

か

(

6
)

ば

か

し
い

た

わ
ご

と
+

に

な

ぞ

ら

え
て

い

る
｡

一

八
三

〇

年
に

『

オ

ネ

ー

ギ

ン

』

の

第
七

草
が

発
表
さ

れ

る

と
､

ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

は

す

ぐ

｢

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

報
知
+

で

こ

れ

を

と

り

あ

げ
る

｡

彼
ほ
ロ

マ

ン

主

義
者

た

ち

の

よ

う
に

プ

ー

シ

キ

ン

を

｢

現

代
の

入

渠
の

代

表
者
+

で

あ

る

と

か

｢

偉
大
な

天

才
+

で

あ

(

7
)

上

る

と

か

し

て

高
く

も

ち

あ

げ
る

こ

と
に

は

同

意
し

な

い

が
､

プ

一

朗
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シ

キ

ン

の

気
ま

ぐ

れ

な

筆
の

下
か

ら

惚
れ

ぼ

れ

と

す

る

よ

う
な

絵

(

8
)

が

し

ば

し

ば

生

ま
れ

お

ち
る

こ

と

を

歓
迎

し
､

プ

ー

シ

キ

ン

の

才

能
が

お

の

れ

の

道

を

歩
み

さ

え

す
れ

ば
ロ

シ

ア

の

文

学
の

地
平
に

ま

ば

ゆ
い

星

と

な
っ

て

輝
く

で

あ

ろ

う
と
の

べ
､

非
バ

イ

ロ

ン

化

(

9
)

を
プ

ー

シ

キ

ン

に

忠
告
し

た
｡

プ

ー

シ

キ

ン

の

独

自
の

才

能
と

は

ナ

ヂ

エ

ー

ジ

ヂ

ン

に

よ

れ

ば
､

自
然
を

正

面
か

ら

見

す
え

る

の

で

な

し
に

､

こ

れ

を

裏
返
し

に

し

て

ア

ラ
ベ

ス

ク

を

し

た

て

あ

げ
る

(

1 0
)

こ

と
に

あ
っ

た
｡

『

オ

ネ

ー

ギ

ン

』

そ

の

も
の

-
そ

れ

ま

で

に

発
表
さ

れ

た

第
六

革
ま

で

-
に

つ

い

て

は

天

才
的

な

作
品
と

は

決
し
て

言
え

な
い

と

し
つ

つ

も
､

『

ル

ス

ラ
ン

と

リ
ユ

ド
､

､

､

-

ラ
』

後
の

作
品
の

な

か

で

プ

ー

シ

キ

ン

の

独

白
の

才

能
が

発
揮
さ

れ

た

(

1 1
)

唯
一

の

作
品
で

あ

る

と

し
て

こ

れ

を

好
意
的
に

評
価
し

て

い

る
｡

『

オ

ネ

ー

ギ

ン

』

の

第
七

草
に

つ

い

て

は
､

そ

こ

に

い

か

な

る

思

想

も

感
情
も

認
め

ら
れ

ず
､

絵
の

美
し
さ

の

み

が

価
値
を
な

し
て

(

1 2
)

い

る

と

見
た

｡

と

り

わ

け
､

モ

ス

ク

ワ

を

措
い

た

易
面
に

つ

い

て

は

｢

こ

の

う

え

な

く

貴
い

宝

庫
+

で

あ

り
､

そ

れ

の

み

が

こ

の

事

の

｢

詩
的

現

実

性
+

(

コ

○

胃
ヨ
e
n

六

呂
p

空
夢
き
∩

→
F
)

を

形
づ

く

っ

て

い

て
､

そ

こ

に

プ

ー

シ

キ

ン

の

才
能
が

い

か

ん

な

く

発

揮
さ

(

1 3
)

れ

て

い

る

と

論
じ
て

い

る
｡

こ

の

よ

う
に
+

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

ほ

『

オ

ネ

ー

ギ

ン

』

に

お

け

る

自
然
の

リ

ア

ル

な

描
写

と
い

う

も
の

は

｡

れ

を

高
く

評
価
す
る

磁

の

で

あ

る

が
､

全
体

と

し
て

の

作
品

そ

の

も

の

は
､

裏

側
か

ら

見
た

生

活
に

つ

い

て

の

空

想

的
な

観
察
を

ほ

め

こ

む
の

に

都
合
が

よ

い

と

見
な

さ

れ

た

枠
組
に

す

ぎ

ず
､

は

め

こ

ま

れ

た

絵
は

大

部

分
が

魅
力

的
で

あ

る

が
､

枠
組
そ

の

も

の

の

で

き
ば

え
は

よ

く

な

(

1 4
)

い
､

と

と

ら

え

た

の

で

あ
っ

た
｡

こ

う
し
た

評
価
は

『

オ

ネ

ー

ギ

ン

』

第
八

草
(

終
章
)

が

発
表
さ

れ

た

(

一

八
三

二

年
)

の

ち

も

変
ら

な
い

｡

ナ

デ

ュ

ー

ジ

ヂ

ン

は

こ

の

第
八

草
に

つ

い

て

も

｢

望

遠
鏡
+

に

批

評
を

書
く

が
､

全

体

と
し

て

の

『

オ

ネ

ー

ギ

ン

』

は

彼
の

目
に

は

｢

フ

ァ

ン

タ

ジ

ー

の

い

と

ま
の

気
ま

ま

な

結
実
+

と

し
か

写

ら

ず
､

そ

こ

に

彼
は

内

容
の

統
一

性
も

構
成
の

仝
一

性
も

(

1 5
)

見
い

だ

す
こ

と

は

で

き

な
か

っ

た
｡

一

八
三

三

年
に

は

『

オ

ネ

ー

ギ
ン

』

の

全

章
が

一

冊
に

ま
と

め

ら
れ

て

刊
行
さ

れ

る

が
､

こ

の

年
の

文

学
界
の

動
向

を

概

観
し

た

論
文

で

は

｢

ユ

ダ

ゲ

ー

ニ

イ
･

オ

ネ

ー

ギ

ン

の

と

め

ど

な
い

生

活
+

が

終
わ
っ

た
と

言

う
､

つ

め

た

い
､

さ

さ

や

か

な

言

及
が

見

ら
れ

る

程
度
で

､

そ

の

年
の

成

果

(

1 6
)

を
ゼ

ロ

と

見
て

い

る
｡

ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

は

『

オ

ネ

ー

ギ

ン

』

の

個
々

の

部
分
に

リ

ア

ル

な

現

実
描
写

を

見
い

だ

し

た

と

し

て

も
､

全
体

と

し
て

の

作
品
の

ロ

シ

ア

文

学
史
に

お

け
る

画

期
的

意
味
と

い

う
も
の

ほ

つ

い

に

と

ら

え

え

な
か

っ

た

と

言

う
べ

き

で

あ

ろ

′



( 飢) べ ワ ン ス キ イ と ナ ヂ エ
ー ジ ヂ ン

一

っ
0

『

オ

ネ

ー

ギ
ン

』

第
七

草
に

つ

い

て

論
じ

た

前
掲
の

評
論
の

な

か

で

ナ

デ

ュ

ー

ジ

ヂ

ン

は

『

ボ

リ

ス

･

ゴ

ド

ゥ

ノ

フ
』

に

言

及
し

､

こ

れ

を

焼
増

す
て

て

『

オ

ネ

ー

ギ

ン

』

を

完
成
す

る

よ

う

作
者
に

(

1 7
)

忠
告
し

た
｡

だ

が
､

ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

の

こ

の

琴
言

ほ
､

『

ポ

リ

ス

･

ゴ

ド

ゥ

ノ

フ
』

の
一

断
章
し

か

発
表
さ

れ

て

い

な

か
っ

た

時

(

1 8
)

点
で

の

も
の

で

あ

り
､

他

意
の

あ

る

発
言
で

は

な

か

っ

た

よ

う
に

思
わ

れ

る
｡

彼
の

本

意
は

｢

非
バ

イ

ロ

ン

化
+

を

プ

ー

シ

キ

ン

に

忠
告
す
る

こ

と
に

あ
っ

た

と

見
ら

れ

る

か

ら
で

あ

る
｡

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

の

右
の

発
言
の

の

ち
ほ

ど

な

く

し

て

『

ボ

リ

ス

･

ゴ

ド

ゥ

ノ

フ
』

の

全

編
が

刊
行

さ

れ

る

(

一

八
三

〇

年
十
二

月
)

｡

ナ

デ

ュ

ー

ジ

ヂ

ン

は

す

ぐ
さ

ま

｢

望
遠
鏡
+

で

こ

れ

を
と

り
あ

げ
て

､

詳
細
な

分

析
を

加
え

た
｡

彼
は

ロ

マ

ン

主
義
者
の

側
か

ら
の

予

想

さ

れ

る

さ

ま

ざ

ま
の

作
品

批
判
に

ま

え

も
っ

て

反
論
す
る

と
い

う

形
式
で

所
説
を

展
開

す

る

の

で

あ

る

が
､

そ

の

基
調
は

､

個
々

の

人

物
や

場
面
の

描
写

に

は

不

自
然
さ

が

見
ら

れ

な

く
ほ

な

い

が
､

ポ

リ

ス

･

ゴ

ド

ゥ

ノ

フ

を
は

じ
め

と

す

る
一

連
の

重

要
人

物
は

お

ど

ろ

く
ほ

ど
み

ご

と
に

､

し

か

も

リ

ア

ル

に

描
か

れ

て

い

る

と
い

う
主

張
に

あ

り
､

作
品
の

真
実

性
と
い

う
も
の

を

判

断
の

主
た

る

基
準
と
し

て

総
じ

て

き

わ

め
て

肯
定

的
な

評
価
を

あ

た

え

た

の

で

あ
っ

た
｡

そ

れ

と

同
時
に

､

ナ

ヂ

エ

ー

ジ

ヂ

ン

は

『

ポ

リ

ス

･

ゴ

ド

ゥ

ノ

フ
』

に

プ

ー

シ

キ

ン

の

作
風
の

変
化
を

見
い

だ

す
｡

プ

ー

シ

キ

ン

は

｢

調

子

を
あ

ら
た

め
､

少

し

ま

じ
め

に

な

る

こ

と

を

思

い

た
っ

た
+

の

で

あ

り
､

い

ま

で

は

｢

さ

え

ず
る

の

で

は

な

し

に
､

(

1 9
)

う
な
っ

て

い

る
+

と
､

ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

は

の

ぺ

る
｡

し

か

し
､

ナ

ジ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

の

こ

の

琴
盲
を

も
っ

て
､

プ

ー

シ

キ

ン

文

学
の

リ

ア

リ

ズ

ム

ヘ

の

転
換
を

的

確
に

察
知
し

た

も
の

と

受
け

と

り

う

る

か

香
か

は

疑
問
で

あ

る
｡

プ

ー

シ

キ

ン

の

気
ま

ま

な
フ

ァ

ン

タ

ジ

ー

は

ア

ラ
べ

ス

タ

に

す

ぐ
れ

､

カ

リ

カ

チ
ュ

ア

に

の

み

向
い

て

い

る

と

い

う
､

『

ポ

ル

タ

プ
ァ

』

評
や

『

オ

ネ

ー

ギ
ン

』

評
に

見

ら

(

2 0
)

れ

る

よ

う
な

判
断
を

彼
が

こ

こ

で

も

示
し

て

い

る

こ

と

を

見
の

が

す

わ

け
に

は

行
か

な
い

｡

こ

の

あ

と
､

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

は

プ

ー

シ

キ

ン

の

『

コ

ロ

ム

ナ

の

小

屋
』

に

も

簡
単
に

ふ

れ

て

い

る

(

《

日

吉
e

p

胃
篭
≡
泊

p
a

C

コ
･

p
a

雷
》

)

が
､

そ

の

評

価
は

ま
っ

た

く
つ

め

た

く
､

こ

れ

を

『

ヌ

ー

リ

ン

伯
』

よ

り
も

比

較
に

な

ら

な
い

ほ

ど

劣
っ

た

作
品

と

き

め

つ

(

2 1

)

け

て

い

る
｡

ナ

デ

ュ

ー

ジ

ヂ

ン

の

右
の

よ

う
な
プ

ー

シ

キ

ン

評
価
に

た

い

し

て

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

は

ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

と

縁
を

切
っ

て

の

ち

は

げ

ウ

J

し
い

批

判

を

加
え

る

よ

う
に

な

る
｡

一

八
三

七

年
の

あ

る

手

紙
で

舵



一

橋論叢 第 六 十 三 巻 第 五 号 ( 8 2 )

は

ナ

ヂ

エ

ー

ジ

ヂ

ン

の

『

ポ

ル

タ

プ
ァ

』

論
に

言

及
､

一

八
三

一

年
以

前
の

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ズ

ム

の

愚
か

な

状
態
の

み

が

ナ

ヂ

エ

ー

ジ

(

2 2
)

ヂ

ン

に

あ

る

種
の

権
威

を

も
た

ら
し

た

の

だ

と

怒
り

を

示

す
｡

ま

た

『

ゲ

ー

テ

批
評

家

メ

ン

ツ

ェ

ル
』

(

《

き
e

貞
e

き
六

p

ヨ
宍

｢
e

→

箪
-

望
○
)

で

は

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

の

『

ポ

ル

タ

プ
ァ

』

論
を

は

じ

め

と

す
る

プ

ー

シ

キ

ン

批

評
を
と

り

あ

げ
､

彼
が

論
証
ぬ

き

の

乱
暴
な

方

法
を

用
い

て
､

す
な

わ

ち

も
っ

た

い

ぶ

っ

た

ボ

ー

ズ

と

荒
々

し
い

こ

と
ば

を

た

く
み

に

弄
す
る

こ

と

に

よ

っ

て

プ

ー

シ

キ

ン

を

の

の

し
っ

た
こ

と

を

非
難
す

る

(

H

I

I
､

誌
¢

-
山

苫
)

｡

『

ア

レ

ク

サ

ン

ド

ル

･

プ

ー

シ

キ

ン

の

作
品
』

(

《

C
O

表
記
巳

喜
出

A

莞
苧

n
a

羞
p
a

コ
せ

E

空
【

g
》

こ

空
い

-
-

00

会
)

に

お

い

て

も

ナ

デ

ュ

ー

ジ

ヂ

ン

が

プ

ー

シ

キ

ン

に

｢

荒
々

し

く

反

逆
し
た
+

こ

と
､

プ

ー

シ

キ

ン

を

た

ん

に

バ

イ

ロ

ン

の

亜

流
と

し
か

と

ら
え

な

か
っ

た
こ

と

(

く
H

H

こ
○

土
､

あ

る

い

は

『

オ

ネ

ー

ギ
ン

』

の

価
値
を

見
ぬ

け
な

か

っ

た

こ

と

を

非
と

す
る

(

く
Ⅰ

Ⅰ
､

圭
一

ー
宝
〇

｡

ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

の

『

オ

ネ

ー

ギ
ン

』

論
へ

の

批
判

的
言

及
は

『

ぺ

テ

ル

ブ

ル

ク

文

集
』

(

《

コ
付

→
e

p

晋
p
っ

∩

六

邑
c

曾
召
宍
》

-

-

空
か
)

に

も

見
ら
れ

る
(

-

メ

竺

阜
｡

晩
年
の

『

一

八

四

七

年
の

ロ

シ

ア

文
学
の

概

観
』

(

《

B
U

ヨ

羞

喜
p

笥
∩

六
l +

盲

≧
→
e

勺
a

召
p

y

-

∞

毛

3
b
a

》

こ
∞

毛
-

-

∞

畠
)

で

は

ナ

デ

ュ

ー

ジ

ヂ

ン

が

そ

の

『

ヌ

ー

リ

ン

伯
』

評
に

お

い

て

｢

シ

ニ

ズ

ム

に

達
す
る

ほ

ど
の

不

作
法
+

を
も
っ

て

プ

ー

シ

以
♪

U

キ

ン

を

非

難
し

た

こ

と

を

と
が

め
る

(

〆
N

加

¢
)

｡

こ

の

よ

う
に

｢

望
遠

鏡
+

を

離
れ

て

の

ち
の

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

は

一

貫
し

て

ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

の

プ

ー

シ

キ

ン

評
価
に

批

判
を

加
え

て

行
く

の

で

あ

る

が
､

｢

望
遠

鏡
+

時
代
の

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

の

諸

論
文
に

は

こ

の

よ

う
な

批
判

は

見
あ

た

ら
な

い
｡

し

か

し
､

そ

の

こ

と

は

当

時
の

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

が

ナ

デ

ュ

ー

ジ

ヂ

ン

の

プ

ー

シ

キ

ン

評
価
を

そ

の

ま

ま

受
け
い

れ

て

い

た

こ

と

を

意
味
す
る

も

の

で

ほ

な
い

｡

｢

望

遠
鏡
+

時
代
の

ペ

リ

ン

ス

キ

イ

は

プ

ー

シ

キ

ン

や

そ

の

個

々

の

作
品
に

つ

い

て

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ
ン

ほ

ど

ま

と

ま
っ

た

文

章
を

書
い

て

い

な
い

が
､

あ

ち
こ

ち
に

散
在
し

て

い

る
､

プ

ー

シ

キ

ン

へ

の

論
及

を

び

ろ
い

あ

つ

め

て

み

る

と
､

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

に

お

け

る

と

は

か

な

り

ち
が

っ

た

プ

ー

シ

キ

ン

像
が

組
み

立

て

ら

れ

る

よ

う
に

思
わ

れ

る
｡

『

ヌ

ー

リ

ン

伯
』

に

つ

い

て

の

直
接
的

論
及
は

初
期
の

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

に

は

見

あ

た

ら

な
い

が
､

『

文

学
的
空

想
』

に

は
､

『

ヌ

ー

リ

ン

伯
』

を
バ

ラ

ト

ウ

イ

ン

ス

キ

イ

の

作
品

『

舞
踏
会
』

と

同

列

に

論
じ
る

こ

と

ほ

後
者
を

は

ず
か

し
め

､

前
者
の

価
値
を

知
ら
ぬ

こ

と

を

意
味
す

る

と

い

う

発
一

言

が

見

ら

れ

(
Ⅰ

､

窒
)

､

こ

れ

を

も

′



( 8 3 ) ペ リ ン ス キ イ と ナ ヂ
エ

ー ジ ヂ ン

っ

て

暗
に

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

を

も

批
判
し

た

も

の

と

受
け

と

れ

ぬ

〔

2 3
)

こ

と

も

な
い

｡

『

カ

フ

カ

ー

ス

の

と

り

こ
』

､

『

パ

フ

チ

サ

テ

ィ

の

噴
水
』

､

『

ジ

プ

シ

ー
』

の

よ

う
な
ロ

マ

ン

主

義
的
な

作
品
に

つ

い

て

は
ベ

リ

ン

ス

キ

イ

の

評
価
も

そ

う

高
く
は

な

く
､

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

詩
人

な

ら
だ

れ

で

も

書
き

え

た

だ

ろ

う
と

指
摘
し

(

H
､

苫
)

､

ほ

ぼ

ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

に

近
い

評

価
を

あ

た

え

て

い

る
｡

ま

た

『

ボ

リ

ス

･

ゴ

ド

ゥ

ノ

フ
』

に

つ

い

て

は

学
生

時
代
に

す
で

に

そ

の

生

活

描

写
の

リ

ア

リ

テ

ィ

に

感

動
し

て

い

た

こ

と
が

つ

た

え

ら

(

2 4
)

れ

て

い

る

が
､

『

ゴ

ー

ゴ

リ

論
』

に

お

い

て

も

そ

こ

に

｢

ロ

シ

ア

の

生

活
の

真
実
+

が

見

ら

れ

る

と

指

摘
し

(

H
-

N

ヨ
)

､

ナ

ジ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

に

近
い

見
解
を

示

し

て

い

る
｡

し

か

し
､

『

オ

ネ

ー

ギ

ン

』

の

評
価
お

よ

び

『

オ

ネ

ー

ギ
ン

』

と

『

ポ

リ

ス

･

ゴ

ド

ゥ

ノ

フ
』

の

史
的

位
置
づ

け

は

ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

の

そ

れ

と

は

か

な

り

異
な
っ

て

い

る

よ

う
に

思

わ

れ

る
｡

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

は

プ

ー

シ

キ

ン

と

言
え

ば

『

オ

ネ

ー

ギ

ン

』

を

思
い

う
か

ぺ

る

と

語
り

(

H
.

宝

芭
あ

る

い

は

こ

れ

を

｢

偉
大
で

不

滅
の

作
品
+

と

評
し

､

そ

こ

で

は

個
々

の

詩
句
は

思

想

と

感
情

を

体
現

し
て

い

る

と

の

ぺ

て

い

る

(

Ⅰ
-

宗

旦
｡

ま

た

別
の

論
文

で

は

『

オ

ネ

ー

ギ
ン

』

を

｢

人

物
と

思

想
と

感

情
の

生

き

た
､

動

く

世

界
+

で

あ

る

と

評
し

て

も
い

る

(

【
H

こ
旨
)

｡

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

に

と
っ

て

『

オ

ネ

ー

ギ

ン

』

と

『

ボ

リ

ス

･

ゴ

ド

ゥ

ノ

フ
』

と

は

そ

れ

ま
で

に

発
表
さ

れ

た

プ

ー

シ

キ

ン

の

作
品
の

な

か

で

｢

詩

の

花

冠
の

こ

の

う

え

な

く

貴
い

ダ

イ

ヤ
モ

ン

ド
+

で

あ

り
(

H
】

言
､

ロ

シ

ア

の

詩
人
の

み

が

書
き

う
る

作
品
で

あ
っ

た

(

Ⅰ
)

苫
)

｡

『

オ

ネ

ー

ギ

ン

』

と

『

ボ

リ

ス

･

ゴ

ド

ゥ

ノ

フ
』

に

た

い

す
る

こ

の

よ

う
な

熱
っ

ぽ

い

評
価
は

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

に

ほ

見
ら

れ

ぬ

も
の

で

あ

る
｡

｢

望
遠
鏡
+

時
代
の

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

は

プ

ー

シ

キ

ン

の

す
ぺ

て

の

作
品

を

高
く

評
価
し

て

い

た

わ

け
で

は

な
い

｡

プ

ー

シ

キ

ン

の

中
編

小

説
や

お

伽
話
に

は

概
し
て

香
定

的
に

の

ぞ

ん

で

い

た

(

H
､

-

レ

¢

こ
Ⅰ

-

N

∞
)

｡

し

か

し
､

そ

れ

に

も
か

か

わ

ら

ず
､

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

が

プ

ー

シ

キ

ン

に

あ

た

え
て

い

る

文

学

史
上

の

位
置
づ

け

は

す
こ

ぶ

る

高
い

も
の

で

あ
っ

た
｡

彼
ほ
ロ

シ

ア

文

学

史
に

お

け

る

一

八

二

〇

年
代

を

プ

ー

シ

キ

ン

時
代
と

名

づ

け

(

H
､

票
)

､

こ

の

プ

ー

シ

キ

ン

時
代
に

ロ

シ

ア

の

文

学
が

は

じ

め
て

生

命
を

燃
焼
さ

せ
､

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

す
ぺ

て

の

知
的
生

活

を

追

体

験
し

た

と

見
る

(

H

ゝ
¢

-
冒
)

｡

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

は
一

八
二

〇

年

代
の

輝
か

し

き

領
袖
で

あ
っ

た

プ

ー

シ

キ

ン

を
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

ロ

マ

ン

主

義
者
の

た

ん

な

る

亜

流
と

見
る

こ

と

を

香
定

す
る

｡

そ

し
て

旧

来
の

掟
に

r
へ

び

疑
い

を
は

さ

み
､

新
し
い

別
の

考
え

方

が

あ

る

こ

と

を

知
り

か

け

朗
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た

ば

か

り

の

ロ

シ

ア

と
い

う
国
の

先

駆
者
と

な
っ

て

自
己
の

時
代

の

あ

ら
ゆ

る

階

音
､

協
和

音
を

た

め

し
て

み

た
ロ

シ

ア

文

学

上
の

革
新
者
と

し
て

､

さ

ら
に

は

同

時

代
の

世

界
の

人

類
の

ロ

シ

ア

に

お

け

る

代
表
者
と

し

て

プ

ー

シ

キ

ン

を

位
置
づ

け

る

の

で

あ

る

(

H

㌔
N

)

｡

こ

の

よ

う
な

､

同

時

代
の

他
の

作
家

た

ち
に

此
し

て

の
､

異

常
と

言
え

る

よ

う

な

高
い

プ

ー

シ

キ

ン

評
価
も

ま
た

ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

に

ほ

見

ら
れ

な
い

も

の

で

あ

る
｡

な

る

ほ

ど
ペ

リ

ン

ス

キ

イ

は

プ

ー

シ

キ

ン

を
ロ

マ

ン

主

義
者
と

と

ら

え

て

い

た
｡

し
か

し
､

ま
え

に

も
の

べ

た

よ

う
に

ペ

リ

ン

ス

キ

イ

の

ロ

マ

ン

主

義
観
は

ナ

ヂ
. エ

ー

ジ

ヂ

ン

の

そ

れ

と

異
な

り
､

リ
.ア

リ

ズ

ム

と
い

う

新
し
い

文

学

傾
向

を

先
ど

り
し

た

側
面

を
つ

よ

く

も
っ

て

い

た
｡

彼
は

ヂ

ェ

ル

ジ

ャ

ー

ダ
イ

ン

を

も
ロ

マ

ン

主

義
者
と

と

ら
え

て

お

り

(

H
-

笠
)

､

そ

の

点
で

彼
の

ロ

マ

ン

主

義

観
の

あ

い

ま
い

さ

は

香

め

な
い

｡

し

か

し
､

『

オ

ネ

ー

ギ

ン

』

や

『

ボ

リ

ス

･

ゴ

ド

ゥ

ノ

フ
』

へ

の

高
い

評

価
と

考
え

あ

わ

せ

る

と
､

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

が

プ

ー

シ

キ
ン

に

あ

た

え

て

い

る

高
い

位
置
づ

け

は
､

｢

ロ

マ

ン

主

義
者
+

プ

ー

シ

キ

ン

の

な

か

に

リ

ア

リ

ズ

ム

文

学
の

先

駆
者

を

よ

り

多
く

見
て

と
っ

た

こ

と

に

よ

る

も

の

だ

と

受

け

と
っ

て

よ

い
｡

周
知
の

よ

う
に

チ

ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

は

そ

の

『

ロ

シ

ア

文
学
の

ゴ

ー

ゴ

リ

時
代
論
集
』

に

お

い

て

ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

の

ブ

脚

-

シ

キ

ン

評
に

論
及
し

て

い

る

が
､

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

ア

ス

キ

イ

の

所
論
は

か

な

り

ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

に

好
意
的

な
も

の

で
､

彼
の

(

2 5
)

プ

ー

シ

キ

ン

評

価
は

お

お

む

ね

正

当
で

あ

っ

た

と

見
て

い

る
｡

し

か

し
､

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

が

そ

う
見
て

い

な

か

っ

た
こ

と

は

す
で

に

の

べ

た

と

お

り

で

あ

り
､

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

の

評
価
は

か

な

り

甘
い

よ

う
に

思
わ

れ

る
｡

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

が

プ

ー

シ

キ

ン

の

作
品
の

な
か

で

高
く

評
価
し
た

も
の

は

『

ポ

リ

ス

･

ゴ

ド

ゥ

ノ

フ
』

だ

け
だ

と

言
っ

て

よ

い

し
､

こ

の

悲
劇
を

は

じ

め

と

す
る

一

連
の

作
品
の

な
か

に

自
然
に

忠
実
な

絵
が

認

め

ら
れ

る

こ

と

を

指
摘
し

て

い

た

こ

と

は

た

し

か

に

事
実

で

あ

る

に

せ

よ
､

そ

の

指

摘
は

た

ん

な
る

指
摘
に

と

ど

ま

る

き

ら
い

が

あ

り
､

そ

の

こ

と
の

文

学

方

法
史
上

の

意
味
づ

け

に

ま

で

お

よ

ば

な

か

っ

た
｡

ま
た

『

ボ

リ

ス

･

ゴ

ド

ゥ

ノ

フ
』

に

お

け
る

プ

ー

シ

キ

ン

の

リ

ア

リ

ズ

ム

へ

の

転

換
を

ナ

デ

ュ

ー

ジ

ヂ

ン

は

プ

ー

シ

キ

ン

の

声
音
の

変
化

と

し

て

し

か

と

ら
え

る

こ

と

が

で

き

な
か

っ

た
｡

ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

は

『

啓
蒙
の

現

代
の

傾
向
』

に

お

い

て

現

実
と
の

接
近

を

も
っ

て

新
時

代
の

文

学
の

精
神
で

あ

る

と

し
､

ロ

シ

ア

は

そ

の

点
で

誇

る

べ

き

過

去
ほ

も
た

な
い

と

し
て

も

未
来
に

期
待
す

る

と

こ

ろ

は

(

2 6
)

き

わ

め

て

大
き
い

と
の

ぺ

た

の

で

あ

っ

た

が
､

結
局

､

『

オ

ネ

ー

ギ

一

一
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ン

』

や

『

ボ

リ

ス

･

ゴ

ド

ゥ

ノ

フ
』

を

生

み

お

と

し
た

プ

ー

シ

キ

ン

を
ロ

シ

ア

に

お

け

る

そ

の

よ

う

な

動
向
の

先
が

け

と

し
て

と

ら

え

る

こ

と

は

で

き
な

か

っ

た
｡

ポ

リ

ヤ

ー

コ

フ

の

言

う
よ

う
に

こ

(

2 7
)

れ

を

｢

最

大
の

誤

謬
+

と

呼
び

う
る

か

香
か

.
は

別
と

し

て
､

ナ

デ

ュ

ー

ジ

ヂ

ノ

が

ロ

シ

ア

文

学
の

運

命
に

と
っ

て

の

プ

ー

シ

キ

ン

の

リ

ラ
リ

ズ

ム

文

学
の

意
義
の

理

解
に

ま
.
で

は

お

よ

ば

な

か
っ

た

と

(

誠
)

い

う
メ

ゼ

ン

ツ
ェ

フ

の

指
摘
ほ

首
肯
し

う
る

も

の

で

あ

る
｡

(

1
)

ぜ
喜
六

ぞ
S

き

卓
ヨ

○

…
ぎ
e

言
e

b

賀
-

邑
C
･

声

官
員
〓

､

声
-

邑
､

C

↑

ワ

軍
以

下
､

プ

ー

シ

キ

ン

の

作

品
の

発

表

年

代
に

つ

い

て

は

本

書
に

拠

る
｡

(

2■
)

哲
忘
q

ヽ
Q
Q

】

C

T

ワ

会
い

･

(

3
)

ト
ひ

か

汁
)

や

毒
デ

(

4
)

ト

邑
･

〉

ワ

喜
小

1
～

b
q

買
Q

き

ー

00

ぶ
J

+
♪

n

T

p

J
O

｢

(

5
)

b
一

日
.

空
a

｢

阜

ヨ
虐
芸

賀
へ

邑

ぜ
畠
中

さ
§
≡
♪

声

-

漂
叫

､

3
ワ

旨
い

･

(

6
)

哲
S
さ
六

哲
勺
Q

童
こ
∞

き

字
U

N
)

n

→

p

+
怠
･

(

7
)

-

ま

デ
ー

00

旨
､

Z
O

¶
】

や

一

軍
(

胃
)

(

8
)

恕
邑
･

､

p
･

-
∽

声

(

1 3
)

ト
ひ

己
･

)

や

N

-

¢
･

(

1 4
)

ヽ

冨

ゃ

ゃ

N

N

い
･

(

15
)

芦
｢

.

u
e

き
篭
害
`

}

声

甲

旨
B

E

昌
}

h

りゞ

買

気
b

宗

5
?

ヽ

§
篭

白

k
べ

杓

子

名
e

3
0

琵
言
出

宍

p

ヨ
≡
e
n

≡
粥

王

買
e
¶

苧

呂
○

ロ
】

己
b
･

い
､

声
-

-

漂
叫

-

C

↑

勺
･

-

∞

00

-
-

00

P

(

1 6
)

訂
ゝ
q

買
○

記

こ
00

ざ
J

+
や

ー

n

T

p
･

00
･

(

呂
)

(

1 7
)

b
q

へ

S

さ
顎

h
Q

ヽ
Q
誌

岳

こ
00

き

字
)

♪

∩

→

ワ

N

芦

(

望

『

チ
ュ

ー

ド

フ

修

道

院
の

僧
房
』

の

場
の

み

が
一

八
二

七

年
に

発

表
さ

れ

て

い

た
｡

(

1 q

こ

ヨ
b

勺

買
Q

き

ー

00

芦
上

+
-

C

T

ワ

買
い

∴
呂
)

(

2 0
)

ト
ひ

邑
･

､

ワ

訣
N

･

(

2 1
)

ト
ひ

己
.

∵
r

∞

ぶ
`

+
♪

3
ワ

ー

0

0

-
岩
-

･

(

2 2
こ

一

八

三

七

年

六

月
二

十
一

日

付
甘

T

C

ア

ク

サ

ー

コ

フ

宛
(

巴
-

こ
こ

｡

(

2 3
)

ア

カ

デ
ミ

ー

放
べ

リ

ン

ス

キ

イ

全

集
の

注
に

よ

る

と
､

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

の

こ

の

発

言

は
プ

ラ

タ

シ

ン

(

コ

畠
宍

≡
}

声

→
･

)

に

向
け

ら
れ

た

も

の

と
の

こ

と
で

あ

る

(

Ⅰ

こ
N

ヱ

が
､

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

に

も

同
じ

性

蒋
の

評
論
が

あ
る

こ

と

は

す
で

に

指

摘
し

た

と

お

り
で

(

9
)

(

1 0
)

(

1 1
)

(

1 2
)

ト
ひ

邑
.

､

ワ

N

0

〇
･

ト

冨
丸
.

-

廿

や

N

O

N
･

ト

訂
乱
.

､

廿

邑
.

-

や

N

-

N
･

あ
る

｡

(

2 4
)

玩
Q

3
Q

旨

ミ
ー

b

喜

ミ
叫

､

3
p
･

上

戸

(

2 1
こ

H
.

｢
.

宕
p

芦
-

E
e

宍

登
早

き
岳
Q

:
○

着
き
莞

き
や

→

+
{
H

､

C

T

ワ

一

山

N

-
こ
∽

･

へ

Q

べ

宗

託
q
･

(

彗

冒
無
芸
Q

き

ー

00

早
戸

-

∴
T

ワ

蓋
･

7

(

2 7
)

芦

コ
○

岳
喜
ロ

Y

き
へ

へ

竜
琶
託

哲
b

…
へ
､

へ

長
n

T

p
･

-

レ
¢

-

鮎
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一

斗

〇
.

(

2 8
)

コ
･

三
e

U

g
烏
タ

Q

や

邑
.

､

p
.

∞

N

ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

の

仕
事
の

評
価
に

つ

い

て

も
､

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

と
ベ

リ

ン

ス

キ

イ

と

の

関
係
の

理

解
に

つ

い

て

も
こ

れ

ま
で

大

別

し
て

二

様
の

見

地
が

あ

る

が
､

そ

の

い

ず
れ

を

是
と

す
べ

き

か

は
､

ま
だ

研

究
が

進
ん

で

い

な
い

た

め

結
寿
が

つ

い

て

い

な
い

(

1
)

よ

う
で

あ

る
｡

第
一

の

見

解
は

ナ

デ
ュ

ー

ジ

ア

ン

の

死
の

直

後
に

書
か

れ

た

『

ロ

シ

ア

文

学
の

ゴ

ー
ゴ

リ

時
代
論
集
』

に

お

い

て

チ

ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

が

提
示

し
た

も
の

で

あ

る
｡

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

は

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

を
ペ

リ

ン

ス

キ

イ

の

育
成

者
と

し

て

と

ら
え

､

主
と
し

て

そ

の

点
に

ナ

ヂ

エ

ー

ジ

ヂ

ン

の

功

(

2
)

績
を

見
い

だ

す
｡

同

時
に

彼
は

ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

の

仕
事
に

一

定

の

限

界
を

認
め

て

も
い

る
｡

ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

が

正

し
い

文

学
観

ヽ

ヽ

を

植
え

つ

け
る

と

い

う
仕
事
を

開

始
し

た
に

と

ど

ま
る

と

す
れ

ば
､

ヽ

ヽ

(

3
)

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

は

こ

の

仕
事
を
ま

さ

に

成

就
し
た

の

で

あ

り
､

ナ

デ

ュ

ー

ジ

ヂ

ン

の

｢

弟
子
お

よ

び

継
承

者
+

と
し

て

登

場
し

た
ペ

リ

ン

ス

キ

イ

は

｢

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

が

立

ち

ど
ま
っ

た

ま

さ

に

そ

(

4
)

の

地

点
か

ら

始
め

た
+

-
こ

れ

が

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

の

評
価
で

あ

る
｡

今
日

の

ソ

連
の

研

究
者
の

多
く

は

は

ぽ

こ

の

チ

が
(

0

ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

の

見
地

を

踏
襲
し

て

い

る

よ

う
に

見
う

け

ら
れ

る
｡

第
二

の

見
地

は

ヴ
ュ

ン

ゲ

一

口

フ

の

も
の

で
､

彼
は

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ェ

フ

ス

キ

イ

が

ほ

と

ん

ど

顧
慮
し

な

か
っ

た
ベ

リ

ン

ス

キ

イ

や

そ

の

同

時
代
人

た

ち
の

ナ

ヂ

エ

ー

ジ

ヂ

ン

批
判
に

依

拠
し

て
､

ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ
ン

が

節
操
も

信
念
も

も
た

な

い

え
せ

学

(

5
)

者
､

え

せ

批
評
家
で

あ

っ

た
こ

と

を

立

証

し

ょ

う
と

し
､

し

た

が

っ

て

ペ

リ

ン

ス

キ

イ

と

の

関

係
に

つ

い

て

も
ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

の

影

響
の

事
実

そ

の

も
の

は

香

足
し

な
い

と

し

て

も
､

こ

の

影
響
は

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

に

と
っ

て

マ

イ

ナ

ス

で

し

か

な

か
っ

た
と

見
る

の

(

6
)

で

あ

る
｡

グ
ェ

ン

ゲ

一

口

フ

の

仕
事
は

ナ

デ

ュ

ー

ジ

ヂ

ン

と
ベ

リ

ン

ス

キ

ィ

と
の

継
東

関
係
を

実

証

的
に

究
明

し
よ

う
と

し

た

試
み

と
し

て

重

要
な

価
値
を

も
つ

も
の

で

あ

る

が
､

残
念
な

が

ら

実
証

力
が

乏

し

い
｡

一

方
､

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

を

は

じ
め

そ

の

流
れ

を

汲
む

研

究
者
た

ち
は

両

者
の

継
承

関
係
よ

り
は

両

者
の

文

芸
思

想

史
上
の

客
観
的
位
置
づ

け
に

意
を

用
い

て

き

た

よ

う
に

思
わ

れ

る
｡

し

た

が
っ

て
､

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

に

お

け

る

リ

ア

リ

ズ

ム

思
想

の

形

成
に

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

が

い

か

に

か

か

わ
っ

て

い

る

か

と
い

ぅ

問
題
も

実

証

的
に

は

ま

だ

明

ら
か

に

さ

れ

て

い

な
い

状

況
に

あ

＼

′

八

一



( 8 7 ) ベ リ ン ス キ イ と ナ ヂ エ
ー ジ ヂ ン

る
｡

ペ

リ

ン

ス

キ

イ

は

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

に

つ

い

て

も
っ

と

も

包

括

的
な

評

価
を

く

だ

し
て

い

る
一

八

四
一

年
の

『

ロ

シ

ア

文

学
百
人

集
』

論
の

な

か

で
､

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

に

主

張
と

そ

の

通
用
と

の

あ

か

ら
さ

ま

な

矛
盾

-
た

と

え

ば

理

論
的
に

は

古
典
主

義
を

拒

否
し
っ

つ

も

実
践
的
に

は
コ

ル

ネ

ー

ユ

､

ラ

シ

ー

ヌ
､

モ

リ
エ

ー

ル

を

称

揚
し

た

り
､

あ

る

い

は

シ

ェ

イ

ク

ス

ピ

ア
､

プ

ー

シ

キ

ン

を
ロ

マ

ン

主

義
者
と

し

て

こ

き
お

ろ
し

た

り

す
る

と
い

う

1
1
が

見
ら
れ

る

こ

と

を

指

摘
し

て

い

る

(

く
ー

N

-

T
N

-

告

が
､

前
節

ま

で

の

観

察
か

ら
ベ

リ

ン

ス

キ

イ

の

こ

の

指
摘
の

か

な

り

の

妥

当

性
を

認
め

な
い

わ

け
に

は

行
か

な
い

｡

ナ

ヂ

エ

ー

ジ

ヂ

ン

に

リ

ア

リ

ズ

ム

思

想
の

芽
ば

え
が

見

ら
れ

る

と

し
て

も
､

そ

れ

は

｢

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

報
知
+

時
代
に

あ
っ

て

は

相

矛

盾
す

る

諾

命
題
と

共

存
し

て

い

た

の

で

あ

り
､

｢

望

遠
鏡
+

時
代
に

あ
っ

て

は

首
尾

一

貫
し

て

い

な
か

っ

た
｡

ま

た
､

こ

の

リ

ア

リ

ズ

ム

の

思

想
の

芽
は

ナ

ヂ

エ

ー

ジ

ヂ

ン

の

文

芸

思

想

全

体
の

な

か

で

核
心

的
位
置
を

占
め
て

い

る

わ

け

で

も

な
い

｡

チ

ェ

ル

ヌ

イ

シ

ェ

フ

ス

キ

イ

の

ナ

ヂ

エ

ー

ジ

ヂ

ン

評
価
は

､

レ

(

7
)

べ

デ
ュ

フ

=

ポ

リ

ヤ

ン

ス

キ

イ

も

指
摘
す
る

よ

う
に

か

な

り

過

大

で

あ

る

よ

う
に

思
わ

れ

る
｡

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

の

リ

ア

リ

ズ

ム

思

想

は

後
年
に

お

い

て

は

も

と

よ

り

だ

が
､

｢

望

遠

鏡
+

時
代
の

出
発

点
に

お

い

て

さ

え

ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

が

の

ぞ

か

せ

て

い

た

そ

の

芽

と

は

か

な

り

異
な
っ

て

い

る
｡

こ

の

面
で

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

は

た

し

ヽ

ヽ

か

に

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

か

ら
あ

れ

や

こ

れ

や

を

継

承
し

て

い

る
｡

し

か

し
､

そ

れ

は
､

ナ

デ

ュ

ー

ジ

ヂ

ン

の

な
か

に

矛

盾
し

た
､

首

尾
一

貫
し

な

い
､

舌
足
ら

ず
な

､

無
自
覚
的
な

､

ヴ
ュ

ン

ゲ
ー

｡

(

8
)

フ

の

こ

と
ば

を

借
り

れ

ば

｢

こ

と
の

つ

い

で

に
+

筆
の

下
か

ら

も

れ

出
た

か

の

よ

う
な

状

態
で

顔
を

の

ぞ

か

せ

て

い

た

リ

ア

リ

ズ

ム

思

想
の

芽
を
ベ

リ

ン

ス

キ

イ

が

独

自
の

力
で

自
分
の

体

系
の

な

か

に

移
し

か

え
､

成

育
し

た
､

と
い

う
意
味
に

お

い

て

で

あ

る
｡

｢

望

遠
鏡
+

時
代
の

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

の

諸

論
文
に

ナ

ヂ
エ

ー

ジ

ヂ

ン

と

の

隠
然
た

る

論
争
を

感
じ
る

と

指
摘
し

､

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

は

そ

も

そ

も
の

最
初
か

ら
ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ

ン

に

批
判

的
に

の

ぞ

み
､

自
分

に

縁
遠
い

思
想

を

大

胆
に

非
難
し

て

い

た

と

す
る

ネ

チ

ャ

ー

ユ

ダ

(

9
)

ア

の

見
解
は

妥
当

な

も
の

と

思
わ

れ

る
｡

少

な

く
と

も
リ

ア

リ

ズ

ム

思

想
の

形
成
に

か

ん

す
る

か

ぎ

り
､

ナ

デ
ュ

ー

ジ

ヂ
ン

の

仕
事

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

が

客
観
的
に

そ

れ

を

準
備
し

た

と

は

言
い

え

て

も
､

ベ

リ

ン

ス

キ

イ

に

お

け
る

こ

の

理

論
の

形
成
に

直
接
的
に

寄
与

し

た

と

言
い

う

る

か

香
か

は

疑
わ

し
い

｡

O
U

(

1
)

そ

の

経

緯
に

つ

い

て

は

β

誉
…
､

卓

邑
･

1
日
a

已
Ⅰ

Ⅰ
､

ェ
･

館
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=
･

エ
a

駕

羞
…
-
コ

で

昌
E

害
B

2

童
｢

-

宍

∽
2

≧
H

宗
○

声

を

参
照

｡

(

2
)

=
･

｢
･

書

写
-

E

買
六

葺

き
岳
Q
～

へ

Q

甘
舎
監
へ

Q

芸
喜
丁

き
ー

や

T
･

H

H

H
}

n

T

ワ
一
人

声

(

3
)

ト

訂
阜

p
.

-

芦

(

4
)

ヽ

訂
礼
.

､

や
ー

巴
r

(

5
)

哲
宝
塔
Q

屯
､

n

T

勺
.

合
○

-
さ
叫

.

(

6
)

(

7
)声

､

(

8
)

(

9
)

ヽ

g
軋

.

-

苫
.

い

笥
-
い

芦

コ
･

〓
･

旨
訂

駕
甲
コ
｡

喜
宍

…
斡

-

申

〕

h
q

岳
莞

さ
や

苧

-

岩
山

､

C

T

p
■

ヒ
.

哲
ミ
渇
Q

♪

3
p
.

い

芦

B
･

C
･

H
e

畠
e

ロ

♪

Q

や

邑
･

-

ワ

一

声
(

札

幌
大

学

助

教

授
)

β3 0

く

■




